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一

は
じ
め
に

二

「
暴
行
・
脅
迫
」
を
「
手
段
」
と
す
る
犯
罪
の
検
討

⑴

公
務
執
行
妨
害
罪

⑵

強
制
わ
い
せ
つ
罪
・
強
制
性
交
等
罪

三

お
わ
り
に

一

は
じ
め
に

わ
た
く
し
は
、
別
稿
に
お
い
て
、「「
暴
行
・
脅
迫
」
の
意
義
・
程
度
と
そ
れ
を
手
段
と
す
る
犯
罪
の
検
討
」
と
題
し
、「
暴
行
・
傷
害
罪
、

脅
迫
・
強
要
罪
の
検
討
」
を
前
提
に
、「
強
盗
罪
」
及
び
「
恐
喝
罪
」
を
重
点
的
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
っ
た(1

)。

〔
論
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〕刑

法
各
論
覚
書
⑸

―
「
暴
行
・
脅
迫
」
を
「
手
段
」
と
す
る
犯
罪
の
検
討

―
伊

藤

司
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「
刑
法
覚
書
」
シ
リ
ー
ズ
一
一
回
目
の
今
回
は
、「
刑
法
各
論
」
の
テ
ー
マ
の
五
回
目
と
し
て(2

)、『
寺
崎
古
稀
』
拙
稿
を
前
提
に
、「
公

務
執
行
妨
害
罪
」
及
び
「
強
制
わ
い
せ
つ
罪
・
強
制
性
交
等
罪
」
を
重
点
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い(3

)。

（
1
）
拙
稿
「「
暴
行
・
脅
迫
」
の
意
義
・
程
度
と
そ
れ
を
手
段
と
す
る
犯
罪
の
検
討
」
山
口
厚
ほ
か
編
『
寺
崎
嘉
博
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
未
刊
）

所
収
予
定
。

（
2
）「
刑
法
覚
書
」
シ
リ
ー
ズ
一
一
回
目
と
は
成
蹊
大
学
に
着
任
後
の
回
数
で
あ
る
が
、
一
回
目
は
「
成
蹊
法
学
」
68
・
69
合
併
号
（
平
成
二
〇
年
）
四

三
㿌
九
頁
、
二
回
目
は
同
72
号
（
同
二
二
年
）
一
一
五
㿌
二
四
頁
、
三
回
目
は
同
76
号
（
同
二
四
年
）
七
七
㿌
八
八
頁
、
四
回
目
は
同
84
号
（
同
二

八
年
）
八
一
㿌
一
〇
九
頁
、
五
回
目
は
同
88
号
（
同
三
〇
年
）
六
九
㿌
九
五
頁
、
六
回
目
は
同
90
号
（
令
和
一
年
）
三
七
八
㿌
四
〇
二
頁
、
七
回
目

は
同
91
号
（
同
年
）
三
〇
八
㿌
三
二
頁
、
八
回
目
は
同
92
号
（
同
二
年
）
四
三
八
㿌
五
八
頁
、
九
回
目
は
同
93
号
（
同
三
年
）
三
一
七
㿌
四
二
頁
、

一
〇
回
目
は
同
94
号
（
同
年
）
三
六
九
㿌
九
六
頁
で
あ
る
。「
刑
法
各
論
覚
書
」
に
つ
い
て
は
、「
成
蹊
法
学
」
の
前
掲
一
回
目
・
二
回
目
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
前
任
校
「
法
政
研
究
」
に
お
い
て
す
で
に
二
回
執
筆
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
今
回
は
五
回
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
3
）「
強
制
わ
い
せ
つ
罪
」
に
つ
い
て
は
「
わ
い
せ
つ
」
概
念
に
視
点
を
当
て
て
す
で
に
取
り
上
げ
て
お
り
（
拙
稿
「
刑
法
各
論
覚
書
⑴
―
い
わ
ゆ
る
「
わ

い
せ
つ
」
三
要
素
と
「
強
制
わ
い
せ
つ
」
罪
（
一
七
六
条
）
―
」
九
州
大
学
法
政
研
究
六
三
巻
二
号
（
平
成
八
年
）
一
頁
以
下
参
照
）、「
公
務
執
行

妨
害
罪
」
に
つ
い
て
も
、
後
掲
注
（
5
）
判
決
の
判
例
評
釈
を
書
い
た
こ
と
が
あ
り
（
拙
稿
「
判
批
」
芝
原
邦
爾
ほ
か
編
著
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
刑

法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
［
第
五
版
］
N
o.167
2003/4」
二
二
八
頁
以
下
参
照
）、「
騒
擾
（
乱
）
罪
」
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
「
騒

擾
罪
の
保
護
法
益
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
一
）
―
刑
法
に
お
け
る
「
社
会
」
概
念
を
視
座
に
お
い
て
―
」
北
大
法
学
論
集
三
四
巻
一
号
（
昭
和
五
八
年
）

七
九
頁
以
下
、「
同
（
二
・
完
）
―
同
―
」
同
三
五
巻
一
・
二
号
（
同
五
九
年
）
二
一
三
頁
以
下
参
照
）
と
こ
ろ
、
今
回
は
「
暴
行
・
脅
迫
」
概
念
に

視
点
を
当
て
て
、
前
二
者
に
つ
い
て
は
再
び
取
り
上
げ
る
形
に
な
る
。
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二

「
暴
行
・
脅
迫
」
を
「
手
段
」
と
す
る
犯
罪
の
検
討

⑴

公
務
執
行
妨
害
罪

❞

「
暴
行
・
脅
迫
」
の
態
様
・
程
度

①

山
口
判
事
（
現
）
は
暴
行
罪
の
「
暴
行
」
概
念
に
つ
き
、
い
わ
ゆ
る
接
触
説
を
採
用
さ
れ
た(4

)。
し
か
し
、
公
務
執
行
妨
害
罪
に
つ

い
て
は
、
そ
の
「
暴
行
・
脅
迫
は
、
そ
れ
に
よ
り
、
現
実
に
職
務
執
行
妨
害
の
結
果
が
発
生
し
た
こ
と
を
要
す
る
も
の
で
な
く
、
妨
害
と

な
る
べ
き
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
」
と
の
判
例
理
論
を
参
照
し
つ
つ
、「
被
告
人
Ｋ
の
判
示
巡
査
Ｙ
に
対
し
て
投
げ
た
石
は
同
巡
査
の
耳

の
あ
た
り
を
か
す
め
て
飛
び
そ
の
身
体
に
は
当
ら
ず
、
被
告
人
Ａ
Ｒ
の
判
示
巡
査
Ｓ
に
対
し
て
投
げ
た
石
は
同
巡
査
の
鉄
兜
に
当
り
、
被

告
人
Ｒ
の
判
示
巡
査
Ａ
Ｔ
に
対
し
て
投
げ
た
石
は
同
巡
査
の
臀
部
に
当
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
の
事
例
に
つ
き
、
公
務
執
行
妨
害
罪
が
成

立
し
得
る
こ
と
を
示
唆
し
て
、
原
審
を
破
棄
・
差
し
戻
し
た
最
高
裁
判
決(5
)を
支
持
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
教
科
書
中
に
お
い
て
は
、「
職

務
の
内
容
も
多
様
だ
か
ら
、「
妨
害
と
な
る
べ
き
も
の
」
か
に
つ
い
て
の
判
断
は
実
質
的
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う(6

)。」
と
の
説
明
が
付

さ
れ
て
お
り
、
公
務
執
行
妨
害
罪
の
場
合
、「
暴
行
罪
」
の
場
合
と
は
異
な
り
、「
手
段
」
た
る
「
暴
行
・
脅
迫
」
は
あ
く
ま
で
も
「
職
務

執
行
の
妨
害
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
」
と
の
観
点
か
ら
の
帰
結
な
の
か
も
し
れ
な
い(7
)。

②

こ
の
よ
う
な
帰
結
は
、
公
務
執
行
妨
害
罪
の
保
護
法
益
（「
保
護
の
客
体
」）
は
「
公
務
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
行
為
の

客
体
」
は
「
公
務
員
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
ズ
レ
の
現
れ
と
も
言
え
よ
う(8
)。
刑
法
九
五
条
一
項
の
保
護
法
益
が
「
公
務
」
で
あ
る
こ
と
は
、

戦
後
日
本
国
憲
法
一
四
条
の
存
在
に
鑑
み
、
刑
法
上
も
い
わ
ば
必
然
的
な
解
釈
と
も
言
え
よ
う(9

)し
、
そ
れ
だ
け
に
「
公
務
」
と
い
う
「
保
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護
法
益
」
が
重
視
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
が
、「
行
為
の
客
体
」
に
対
す
る
「
暴
行
・
脅
迫
」
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
つ

い
て
は
、
ま
た
別
個
の
問
題
と
も
言
え
よ
う
。「
九
五
条
の
「
暴
行
・
脅
迫
」
は
、
必
然
的
に
、
ま
ず
「
暴
行
罪
・
脅
迫
罪
を
成
立
せ
し

め
る
に
十
分
な
行
為
」
と
い
う
外
枠
を
は
め
」
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
れ
ば(10

)、「
暴
行
罪
・
脅
迫
罪
」
そ
れ
自
体
を
問
題
と
す
る
視

座
を
、
で
き
る
限
り
「
暴
行
・
脅
迫
」
を
「
手
段
」
と
す
る
犯
罪
に
も
、
及
ぼ
す
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、「
暴

行
罪
・
脅
迫
罪
」
自
体
の
捉
え
方
も
、
で
き
る
だ
け
厳
格
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

❟

「
暴
行
・
脅
迫
」
と
「
人
」
と
の
関
係

①

「
人
」
と
の
関
係
で
、
ど
の
範
囲
ま
で
本
罪
の
適
用
が
広
げ
ら
れ
る
か
と
な
る
と
、
公
務
員
の
手
足
と
な
っ
て
働
く
補
助
者
に
つ

い
て
、
そ
れ
が
「
密
接
不
可
分
の
関
係
に
お
い
て
関
与
す
る
」
場
合
で
あ
れ
ば
、
本
条
の
「
暴
行
・
脅
迫
」
に
該
当
す
る
と
し
た
判
例
が

あ
る(11
)。
こ
れ
は
一
般
的
な
形
の
判
示
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る(12
)が
、
こ
の
「
補
助
者
」
は
当
時
の
執
行
吏
執
行
等
手
続
規
則
一
四
条
に

基
づ
く
も
の
の
よ
う
で
あ
る
と
こ
ろ
、
刑
法
一
九
五
条
一
項
の
よ
う
に
「
こ
れ
ら
の
職
務
を
補
助
す
る
者(13

)」
と
い
う
明
文
も
な
い
九
五
条

一
項
の
場
合
、
一
九
五
条
一
項
の
よ
う
に
「
行
為
の
主
体
」
の
場
合
の
み
な
ら
ず
九
五
条
一
項
の
よ
う
に
「
行
為
の
客
体
」
の
場
合
に
つ

い
て
も
、
九
五
条
一
項
の
「
行
為
の
客
体
」
は
「
公
務
員
」
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
公
務
員
」
と
の
関
係
で
の
「
暴
行
・

脅
迫
」
理
解
と
し
て
は
、「
補
助
者
」
に
「
暴
行
・
脅
迫
」
が
な
さ
れ
た
場
合
で
も
、「
公
務
員
」
に
対
す
る
「
脅
迫
」
の
側
面
か
ら
捉
え

る
の
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か(14
)。

②

大
審
院
時
代
に
お
い
て
も
同
様
な
判
例
が
あ
っ
た(15
)が
、
実
質
論
は
と
も
か
く
、
こ
の
事
例
の
場
合
、「
公
務
員
」
た
る
「
分
署
長
」

に
対
す
る
「
暴
行
・
脅
迫
」
が
現
実
に
あ
っ
た
か
を
認
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
暴
行
・
脅
迫
」
を
厳
格
に
認
定
す
る
と
な
れ
ば
、「
公
務

員
の
意
思
に
対
す
る
制
圧
力
」
だ
け
で
は
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う(16

)。
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❠

「
暴
行
・
脅
迫
」
と
「
物
」
と
の
関
係

①

「
物
」
と
の
関
係
で
、
ど
の
範
囲
ま
で
本
罪
の
適
用
が
広
げ
ら
れ
る
か
と
な
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
間
接
暴
行
」
の
問
題
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
牧
野
博
士
は
公
務
執
行
妨
害
罪
の「
暴
行
」を
、第
二
の（
広
義
の
）意
義
の
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る(17

)が
、

具
体
的
に
は
、
公
務
員
が
そ
の
職
務
執
行
を
為
す
べ
き
物
を
ひ
そ
か
に
破
壊
す
る
よ
う
な
場
合
を
除
き
、
お
よ
そ
公
務
執
行
中
の
公
務
員

に
か
か
わ
る
「
物
」
に
対
す
る
「
暴
行
」
は
す
べ
て
含
ま
れ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る(18

)。
判
例
と
し
て
は
、
最
三
小
判
昭
和
二

六
年
三
月
二
〇
日
集
五
巻
五
号
七
九
四
頁
及
び
最
二
小
決
同
三
四
年
八
月
二
七
日
集
一
三
巻
一
〇
号
二
七
六
九
頁
が
、
そ
の
最
た
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

②

し
か
し
、
公
務
執
行
中
で
あ
り
か
つ
そ
の
妨
害
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
も
、「
人
（
公
務
員
）」
に
対
す
る
「
暴
行
」

と
い
う
以
上
、「
物
」
に
対
す
る
「
暴
行
」
に
し
か
過
ぎ
な
い
も
の
を
、「
間
接
的
に
は
」「
人
（
公
務
員
）」
に
対
す
る
「
暴
行
」
で
も
あ

る
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
強
弁
・
詭
弁
に
過
ぎ
よ
う
か
ら
、「
脅
迫
」
の
側
面
で
捉
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
側
面
で
捉
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う(19
)。

旧
刑
法
時
代
の
判
例
た
る
大
一
刑
判
明
治
三
七
年
七
月
五
日
録
一
〇
輯
一
五
〇
〇
〔
一
五
〇
三
以
下
〕
頁
に
お
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、

税
務
属
の
所
持
す
る
に
至
っ
た
徳
利
を
「
暴
行
」
に
よ
っ
て
奪
い
取
り
、
破
砕
し
た
行
為
を
「
間
接
」
暴
行
と
称
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る(20
)。

さ
も
な
け
れ
ば
、「
人
（
公
務
員
）」
に
対
す
る
「
暴
行
・
脅
迫
」
に
当
ら
な
い
程
度
の
「
威
力
」
で
も
っ
て
本
罪
の
成
立
を
認
め
る
こ
と

に
な
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か(21
)。
警
官
隊
に
向
け
ら
れ
た
「
威
力
」
程
度
の
場
合
に
、
本
罪
の
成
立
を
否
定
し
た
判
例
も
あ
る(22
)こ
と
は
、

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。「
人
（
公
務
員
）」
と
の
関
係
で
は
こ
の
よ
う
な
限
定
的
な
判
例
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
物
」
と
の
関

係
で
、
確
か
に
捜
索
・
差
押
な
ど
の
場
合
に
、「
物
」
を
損
壊
な
ど
さ
れ
て
は
捜
査
に
支
障
が
出
兼
ね
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
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て
も
、「
間
接
暴
行
」
と
い
う
形
で
判
例
が
固
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
解
釈
に
委
ね
続
け
る
の
は
立
法
の
怠
慢
と
い
う
べ
き
で
は

あ
る
ま
い
か(23

)。
そ
こ
で
は
、「
暴
行
」
概
念
を
限
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
❞
①
参
照
）「
公
務
員
の
職
務
の
執
行
に
当
り
そ
の
執
行
を

妨
害
す
る
に
足
る
暴
行
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
以
上
、」（
前
掲
最
三
小
判
昭
和
二
六
年
三
月
二
〇
日
七
九
五
頁
、
最
二
小
決
同
三
四
年
八

月
二
七
日
二
七
七
〇
頁
）
と
い
う
判
示
が
決
め
手
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
要
件
を
充
す
限
り
、「
そ
れ
が
直
接
公
務
員
の
身
体
に
対
す

る
も
の
で
あ
る
と
否
と
は
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
。」
と
い
う
帰
結
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、「
公
務
員
が
職
務
を
執
行
す
る
に
当
た
り
、
こ

れ
に
対
し
て
暴
行
又
は
脅
迫
を
加
え
た
者
」
と
い
う
刑
法
九
五
条
一
項
の
条
文
と
の
関
連
で
、
結
局
「
こ
れ
」
は
「
公
務
員
」
を
指
す
と

の
解
釈
理
解
に
は
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
前
者
の
前
提
が
非
常
に
大
き
な
意
味
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
、
お
よ
そ
「
執
行
妨
害
」
で

あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
際
「
公
務
員
」
が
臨
場
し
て
い
れ
ば
足
り
る
と
の
解
釈
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
窺
え
る
の
で
あ
る(24
)。「
こ
れ
に

対
し
て
暴
行
又
は
脅
迫
を
加
え
た
」
と
い
う
条
文
文
言
の
「
暴
行
」
概
念
を
、
限
り
な
く
「
拡
張
」
す
る
に
至
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。「
物
」

に
対
す
る
「
暴
行
」
で
あ
っ
て
も
、「
公
務
員
」
の
「
職
務
の
執
行
を
妨
害
す
る
に
足
る
」
も
の
で
あ
れ
ば
本
条
項
に
該
当
す
る
と
い
う

抽
象
的
・
観
念
的
な
意
味
合
い
な
の
だ
と
割
り
切
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
「
公
務
員
の
職
務
の
執
行
を
妨
害
」

し
て
は
い
る
が
、
自
然
人
た
る
「
公
務
員
」「
に
対
し
て
」
な
さ
れ
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
場
合
も
、
包
含
す
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。「
物
」
に
対
す
る
「
暴
行
」
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
は
確
か
に
「
公
務
員
の
職
務
の
執
行
を
妨
害
」
し
て
は
い
る
が
、
こ

れ
は
「
結
果
」
的
側
面
を
表
す
も
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
、
行
為
者
の
行
為
は
抽
象
的
な
観
念
と
し
て
の
「
執
行
妨
害
」
と
い
う
結
果
を

も
た
ら
し
は
し
た
が
、
自
然
人
た
る
「
公
務
員
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、「
公
務
員
敵
対
的
行
動
」
と
で
も
言
う
べ
き
レ
ベ

ル
の
行
動
と
い
う
意
味
合
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
暴
行
」
概
念
の
膨
張
は
こ
の
よ
う
に
解

釈
上
の
無
理
な
い
し
こ
じ
つ
け
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
む
し
ろ
「
脅
迫
」
概
念
と
の
関
連
で
捉
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、「
暴
行
」
よ
り
も
抽
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象
的
な
レ
ベ
ル
ま
で
捉
え
得
る
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
行
為
の
客
体
」と
い
う
の
は
通
常
具
体
的
な
も
の
を
指
し
、「
保

護
の
客
体
」
が
抽
象
的
な
も
の
を
指
す
と
す
れ
ば
、
直
接
的
に
は
「
物
」
に
し
か
向
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
確
か
に
「
保
護
の
客
体
」
と
し

て
の
「
公
務
」
は
妨
害
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
公
務
員
」
と
い
う
自
然
人
た
る
「
行
為
の
客
体
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
言
い

得
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。「
行
為
の
客
体
」
は
犯
罪
成
立
の
要
件
を
具
体
的
に
指
し
示
す
も
の
で
も
あ
る
か
ら
、
便

宜
的
に
過
ぎ
る
解
釈
・
当
て
は
め
は
問
題
で
は
あ
る
ま
い
か
。
立
法
論
的
に
は
、「
公
務
員
が
職
務
を
執
行
す
る
に
当
た
り
、
公
務
員
又

は
そ
の
執
行
中
の
物
に
対
し
て
暴
行
又
は
脅
迫
を
加
え
た
者
」
と
い
う
形
で
、「
行
為
の
客
体
」
を
補
足
・
明
規
す
べ
き
で
あ
ろ
う(25

)。

（
4
）
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）
寺
崎
古
稀
参
照
。

（
5
）
最
三
小
判
昭
和
三
三
年
九
月
三
〇
日
集
一
二
巻
一
三
号
三
一
五
一
〔
三
一
五
二
〕
頁
参
照
。

（
6
）
山
口
厚
『
刑
法
各
論
[第2版]
』（
平
成
二
二
年
）
五
四
七
頁
参
照
。

（
7
）
山
口
厚
『
危
険
犯
の
研
究
』（
昭
和
五
七
年
）
二
五
四
頁
は
、
本
罪
を
「
準
抽
象
的
危
険
犯
」
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
る
。

（
8
）
三
上
正
隆
「
14
公
務
執
行
妨
害
罪
」
曽
根
威
彦
ほ
か
編
著
『
重
点
課
題
刑
法
各
論
』（
平
成
二
〇
年
）
二
三
五
頁
、
今
井
猛
嘉
「
第
14
章
国
家
の

作
用
に
対
す
る
罪

第
１
節
公
務
の
執
行
を
妨
害
す
る
罪
」
同
ほ
か
『
LEGAL
QUEST

刑
法
各
論
第2版
』（
同
二
五
年
）
四
〇
五
頁
、
藤
尾
彰
「
判
批
」
平
野
龍

一
編
著
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
58
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
」（
昭
和
五
三
年
）
二
八
頁
四
段
参
照
。

（
9
）
最
二
小
判
昭
和
二
八
年
一
〇
月
二
四
日
集
七
巻
一
〇
号
一
八
八
三
頁
の
ほ
か
、
中
野
次
雄
『
㙤條
改
正
刑
法
の
研
究
』（
昭
和
二
三
年
）
九
七
以
下
、

一
二
一
頁
以
下
も
参
照
。

（
10
）
原
田
保
「
第
二
部
個
人
法
益
へ
の
還
元

第
二
章
公
務
執
行
妨
害
罪
の
保
護
法
益
」（
昭
和
六
二
、
五
三
年
）
同
『
刑
法
に
お
け
る
超
個
人
的
法
益

の
保
護
』（
平
成
三
年
）
一
六
三
、
一
八
三
、
一
八
六
頁
以
下
参
照
。

（
11
）
最
一
小
判
昭
和
四
一
年
三
月
二
四
日
集
二
〇
巻
三
号
一
二
九
〔
一
三
〇
、
一
三
一
〕
頁
参
照
。

（
12
）
一
般
的
に
こ
の
よ
う
な
場
合
を
容
認
す
る
見
解
と
し
て
、
植
松
正
『
再訂
刑
法
概
論
Ⅱ
各
論
』（
昭
和
五
〇
年
一
刷
、
同
五
一
年
二
刷
）
二
六
頁
参
照
。

近
時
の
肯
定
説
と
し
て
、
橋
爪
隆
「
判
例
講
座
・
刑
法
各
論

第
17
回
公
務
執
行
妨
害
罪
に
つ
い
て
」
警
察
学
論
集
七
四
巻
五
号
（
令
和
三
年
）
一
五
六
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頁
参
照
。

（
13
）
こ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
最
三
小
決
平
成
六
年
三
月
一
九
日
集
四
八
巻
三
号
一
頁
、
金
谷
暁
「
判
批
」
財
団
法
人
法
曹
会
編
『
最
高
裁
判
所
判
例

解
説
刑
事
篇
平
成
六
年
度
』（
平
成
八
年
）
五
以
下
、
一
二
頁
（
注
二
）
参
照
。
な
お
、
前
田
雅
英
「
判
批
」
判
例
評
論
四
四
八
（
判
時
一
五
六
一
）

号
（
同
年
）
七
五
頁
中
段
。

（
14
）
小
田
直
樹
「
第
２
編
第
５
章
公
務
の
執
行
を
妨
害
す
る
罪

Ⅱ
妨
害
行
為
」
松
宮
孝
明
ほ
か
編
著
『
新
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
[第2版]
』（
令
和
三
年
）

一
八
四
頁
参
照
。
も
っ
と
も
、
今
日
的
に
は
、
九
六
条
の
三
第
一
項
に
該
当
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
（
大
下
英
希
「
判
批
」
佐
伯
仁
志
ほ
か
編
著
「
別

冊
Jurist
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
［
第
8
版
］
N
o.251N
ovem
ber2020」
二
三
三
頁
右
参
照
）。

（
15
）
大
二
刑
判
大
正
六
年
一
二
月
二
〇
日
録
二
三
輯
一
五
六
六
頁
参
照
。

（
16
）
伊
達
秋
雄
「
判
批
」
刑
事
判
例
研
究
会
編
『
刑
事
判
例
評
釈
集
第

十

三

巻

昭
和
二
十
六
年
度
』（
昭
和
三
一
年
一
刷
、
同
四
五
年
四
刷
）
一
〇
二
頁
参
照
。

（
17
）
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）
寺
崎
古
稀
参
照
。

（
18
）
牧
野
英
一
『
刑
法
各
論

上
巻
』（
昭
和
二
五
年
初
版
、
同
四
〇
年
九
版
）
三
三
頁
以
下
参
照
。

（
19
）「
脅
迫
」
に
よ
る
公
務
執
行
妨
害
罪
の
成
立
を
認
め
た
事
例
と
し
て
、
大
二
刑
判
大
正
三
年
一
二
月
七
日
録
二
〇
輯
二
三
八
五
頁
、
大
五
刑
判
昭
和

四
年
一
〇
月
二
八
日
集
八
巻
五
九
五
頁
、
福
岡
高
判
同
三
〇
年
三
月
二
六
日
高
集
八
巻
二
号
一
九
五
頁
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
広
島
高
判
同
二
四

年
七
月
一
六
日
高
集
二
巻
三
号
三
四
二
頁
参
照
。
な
お
、
井
上
正
治
「
第
七
講
公
務
執
行
妨
害
罪
に
つ
い
て

八
、
公
務
執
行
妨
害
罪
に
お
け
る
暴

行
と
は
何
か
」
同
『
刑
法
の
論
点

下
巻
』（
昭
和
三
五
年
初
版
、
同
四
一
年
六
版
）
三
六
六
頁
以
下
。
い
わ
ゆ
る
「
間
接
暴
行
」
の
概
念
は
、
ド
イ

ツ
の
判
例
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
V
gl.RG,IV
.Strafsenat.U
rt.v.5.N
ovem
ber1895,RGSt27.Bd.,S.405〔
406〕;BG,4.Strafsenat.

U
rt.vom
16.N
ovem
ber1962,BGH
St18.Bd.,S.133〔
134〕.

（
20
）
こ
の
ほ
か
、
旧
刑
法
時
代
の
状
況
に
つ
き
、
村
井
敏
邦
「
第
二
章
わ
が
国
に
お
け
る
公
務
執
行
妨
害
規
定
の
沿
革

第
一
節
旧
刑
法
に
お
け
る
官

吏
抗
拒
罪
規
定
を
め
ぐ
っ
て

二
旧
刑
法
下
の
学
説
・
判
例
」（
昭
和
五
二
年
）
同
『
公
務
執
行
妨
害
罪
の
研
究
』（
同
五
九
年
）
六
二
頁
以
下
参
照
。

（
21
）
伊
達
・
前
掲
注
（
16
）
刑
評
一
〇
二
頁
、
中
武
靖
夫
「
判
批
」
我
妻
栄
編
集
代
表
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊

刑
法
の
判
例
第
二
版

基
本
判
例
解
説

シ
リ
ー
ズ
2
」（
昭
和
四
六
年
）
一
八
八
頁
一
㿌
二
段
、
一
八
九
頁
三
段
、
一
九
〇
頁
四
段
、
吉
川
経
夫
「
第
一
部
論
説

9
公
務
執
行
妨
害
罪
の
問

題
点

4
暴
行
・
脅
迫
」
同
『
吉
川
経
夫

著
作
選
集
第
2
巻
罪
刑
法
定
主
義
と
刑
法
思
想
』（
平
成
一
三
年
）
二
一
〇
頁
参
照
。

（
22
）
最
大
判
昭
和
二
六
年
七
月
一
八
日
集
五
巻
八
号
一
四
九
一
〔
一
四
九
七
〕
頁
参
照
。

（
23
）
こ
の
よ
う
に
同
じ
「
暴
行
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
な
が
ら
非
常
に
幅
が
広
く
な
っ
て
い
る
の
は
、「
暴
行
（
Gew
alttätigkeit）」
と
「
暴
力

（
Gew
alt）」
概
念
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
い
ず
れ
も
「
暴
行
」
と
表
現
し
た
こ
と
か
ら
来
る
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
（
V
gl.
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bearbeitet
von
A
lbin
Eser
u.a.,Schönke/Schröder
Strafgesetzbuch
K
om
m
entar,30.A
ufl.,（
2019）
SS.1478Rn.42〔
Eser〕,noch

1513Rn.5ff.〔
Sternberg㿌
Lieben/Schittenhelm
〕,2342Rn.7ff.〔
Eisele〕）。
も
っ
と
も
、
日
本
刑
法
典
に
は
「
威
力
業
務
妨
害
罪
」（
二
三
四
条
）

が
存
在
す
る
点
に
、
ド
イ
ツ
刑
法
と
の
違
い
が
あ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
（
内
田
文
昭
『
刑
法
各
論
〔
第
三
版
〕』（
平
成
八
年
）
一
八
一
頁
、
荘
子
邦
雄
「
威

力
業
務
妨
害
罪
に
お
け
る
「
威
力
」
と
旧
刑
法
・
フ
ラ
ン
ス
刑
法
―
立
法
沿
革
小
史
―
」
今
村
成
和
ほ
か
編
著
『
法
学
政
治
学
論
集

北
海
道
大
学

法
学
部
十
周
年
記
念
』（
昭
和
三
五
年
）
二
〇
九
、
二
一
〇
注
（
5
）、
二
二
一
以
下
、
二
二
四
以
下
、
二
二
八
、
二
二
九
以
下
、
注
（
2
）、
二
三
一

頁
以
下
、
同
『
労
働
刑
法
（
総
論
）〔
新
版
〕
法
律
学
全
集
42-I
』（
昭
和
五
〇
年
）
二
九
三
頁
以
下
、
藤
木
英
雄
「
労
働
争
議
行
為
と
違
法
性
」
小
野

清
一
郎
ほ
か
編
集
代
表
、
佐
伯
千
仭
ほ
か
編
『
総
合
判
例
研
究
叢
書
刑
法
⑻
』（
昭
和
三
二
年
）
一
五
三
頁
参
照
）。
日
本
法
に
お
い
て
は
、「
暴
力
」

と
「
威
力
」
と
は
ほ
ぼ
同
義
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
の
点
、
最
二
小
判
昭
和
三
五
年
一
一
月
一
八
日
集
一
四
巻
一
三
号
一
七
一
三
頁
、

最
大
判
同
四
一
年
一
一
月
三
〇
日
集
二
〇
巻
九
号
一
〇
七
六
頁
参
照
。
A
uch
vgl.BGH
,U
rteilv.19.4.1963,JZ1963N
r.22,S.713;SIEGH
A
RT

O
T
T
,D
em
onstrationsfreiheitund
Strafrecht,N
JW
1963H
eft11,S.454〔
456rechts〕,noch
RG,IV
.Strafsenat.U
rt.v.30.Juni1911,RGSt45.

Bd.,S.153〔
156〕.

（
24
）
伊
達
秋
雄
「
公
務
執
行
妨
害
罪
に
お
け
る
暴
行
の
意
義
」
警
察
研
究
二
五
巻
二
号
（
昭
和
二
九
年
）
二
七
頁
以
下
参
照
。

（
25
）
松
原
芳
博
『
刑
法
各
論
[第2版]
』（
令
和
三
年
）
五
五
〇
頁
は
、「
物
」
に
対
す
る
「
暴
行
」
に
つ
い
て
も
、「
公
務
員
に
危
害
が
及
ぶ
危
険
の
あ
る
場
合

に
限
っ
て
本
罪
の
成
立
を
認
め
る
べ
き
」
と
述
べ
ら
れ
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
・
適
用
さ
れ
れ
ば
限
定
に
は
な
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
・
適
用
を

実
務
が
徹
底
す
る
か
は
、
疑
わ
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
例
え
ば
、
東
京
高
判
昭
和
昭
和
二
五
年
二
月
一
四
日
高
集
三
巻
一
号
五
二
〔
五
四
〕
頁

参
照
。

⑵

強
制
わ
い
せ
つ
罪
・
強
制
性
交
等
罪

❞

は
じ
め
に

①

刑
法
一
七
六
条
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
一
七
七
条
に
つ
い
て
は
従
来
の
条
文
か
ら
か
な
り
変
容
を
来
し
た
と
と
も
に
、
立
法
論

的
に
は
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
犯
罪
の
「
暴
行
又
は
脅
迫
」
概
念
の
存
在
に
疑
問
が
も
た
れ
て
い
る
よ
う
で
あ(26

)る(27
)。
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②

も
っ
と
も
、
現
行
法
を
前
提
と
し
て
も
、「
手
段
」
が
違
う
だ
け
で
「
性
交
等
」
に
つ
い
て
は
結
局
『
性
交
の
押
し
付
け
』
が
問

題
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
り(28

)、
確
か
に
そ
の
よ
う
に
も
理
解
で
き
よ
う
か
ら
、
あ
る
程
度
の
幅
を
も
っ
て
法
の
解
釈
・
適

用
が
で
き
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、
立
法
動
向
に
つ
い
て
は
今
後
も
注
視
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
て(29

)、
さ
し
あ
た
り
検
討
を
進
め
る
こ
と
に

し
た
い
。

❟

強
制
わ
い
せ
つ
罪

本
罪
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
後
掲
二
判
例
㋐
㋑
に
よ
る
限
り
、
最
低
限
そ
の
よ
う
な
態
様
・
程
度
の
「
暴
行
」
で
足
り
る
こ
と
を
、
看

取
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

㋐

大
一
刑
判
大
正
七
年
八
月
二
〇
日
録
二
四
輯
一
二
〇
三
頁

①

大
審
院
は
、
被
告
人
は
Ｙ
方
に
於
て
外
一
四
名
と
酒
宴
中
、
同
家
下
女
Ｔ
を
か
ら
か
い
合
い
、
そ
の
他
数
名
の
者
が
Ｔ
を
押
し
倒

し
て
居
る
に
乗
じ
、
被
告
人
は
指
を
Ｔ
の
陰
部
に
突
込
み
、
因
て
陰
部
に
治
療
二
〇
日
余
を
要
す
る
創
傷
を
負
わ
せ
た
と
の
事
例
に
つ
き
、

刑
法
一
七
六
条
・
一
八
一
条
の
適
用
を
し
た
原
審
を
支
持
し
て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
弁
護
人
は
上
告
趣
意
中
に
お
い
て
、
刑
法
一
七
六

条
は
暴
行
又
は
脅
迫
を
以
て
猥
褻
の
行
為
を
為
し
た
る
場
合
を
規
定
せ
る
も
の
に
し
て
、
共
犯
者
に
あ
ら
ざ
る
他
の
者
が
Ｔ
を
押
し
倒
し

居
る
に
乗
じ
、
猥
褻
の
所
為
あ
り
た
る
場
合
を
包
含
せ
ざ
る
こ
と
は
、
刑
法
一
七
八
条
の
規
定
等
に
照
し
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
刑
法
一
八
一
条
は
暴
行
又
は
脅
迫
又
は
之
に
準
ず
る
手
段
を
以
て
猥
褻
の
行
為
を
為
し
、
因
て
人
を
死
傷
に
致
し
た
る
場
合
に
適
用

す
べ
き
規
定
に
し
て
、
本
件
の
如
き
暴
行
・
脅
迫
又
は
之
に
準
ず
る
何
等
の
手
段
を
施
さ
ざ
る
わ
い
せ
つ
行
為
の
場
合
に
、
偶
々
人
を
死

傷
に
致
し
た
る
場
合
に
本
条
を
適
用
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
刑
法
五
七
（
五
四
の
誤
植
か
―
伊
藤
注
）
条
に
依
り
一
七
四
条
並
に
二
〇

四
条
を
適
用
処
断
す
る
は
格
別
、原
審
判
決
は
理
由
に
不
備
あ
る
か
又
は
擬
律
に
錯
誤
あ
る
判
決
な
り
と
主
張
し
た（
一
二
〇
四
―
五
頁
）。
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要
す
る
に
、
一
七
六
条
な
い
し
一
八
一
条
の
前
提
と
す
る
「
暴
行
」
が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
主
張
と
見
得
る
。

②

こ
れ
に
対
し
、
大
審
院
は
、
原
判
決
に
於
て
は
被
告
が
婦
人
の
意
思
に
反
し
不
法
に
陰
部
中
に
指
を
挿
入
し
た
る
事
実
を
以
て
暴

行
と
認
定
せ
る
趣
旨
な
り
と
解
し
得
べ
き
と
こ
ろ
、「
此
の
如
く
婦
人
の
意
思
に
反
し
て
指
を
陰
部
に
挿
入
す
る
が
如
き
は
、
其
自
体
暴

行
に
因
り
猥
褻
行
為
を
為
す
も
の
と
謂
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。」（
一
二
〇
五
頁
。
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）
と
判
示
し
た
訳
で
あ
る(30

)。

刑
法
一
七
六
条
前
段
は
、「
十
三
歳
以
上
ノ
男
女
ニ
対
シ
暴
行
又
ハ
脅
迫
ヲ
以
テ
猥
褻
ノ
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ハ
六
月
以
上
七
年
以
下
ノ

懲
役
ニ
処
ス
」
と
の
規
定
で
あ
っ
た
の
で
、
条
文
の
形
式
上
は
、「
暴
行
又
ハ
脅
迫
」
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す

る
場
合
を
予
定
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

も
っ
と
も
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
場
合
、
通
り
す
が
り
の
瞬
間
的
な
わ
い
せ
つ
行
為
な
ど
、
暴
行
と
わ
い
せ
つ
行
為
と
が
一
体
化
す
る

場
合
も
考
え
ら
れ
得
る
の
で
、
一
方
が
手
段
で
他
方
が
結
果
的
な
場
合
と
し
て
形
式
的
・
分
析
的
に
捉
え
過
ぎ
る
と
、
一
七
六
条
と
い
う

条
文
の
存
在
が
む
し
ろ
無
意
味
と
な
り
兼
ね
な
い
と
も
言
え
よ
う
か
ら(31

)、「
暴
行
又
は
脅
迫
」
が
「
手
段
」
と
な
る
場
合
と
、「
暴
行
又
は

脅
迫
」
と
わ
い
せ
つ
行
為
と
が
一
体
化
す
る
場
合
の
両
方
が
含
ま
れ
得
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
件
の
場
合
は
後
者
が
問
題
に

な
っ
た
の
で
あ
り
、
か
ら
か
い
た
わ
む
れ
て
い
る
う
ち
に
、
数
名
の
者
が
Ｔ
を
押
え
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
状
態
を
利
用
し

て
、
被
告
人
が
わ
い
せ
つ
行
為
に
及
ん
だ
と
い
う
訳
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
は
被
告
人
の
「
暴
行
」
で
は
な
い
の
で
、
被
告
人
の
罪

責
た
る
一
七
六
条
の
「
暴
行
」
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
本
件
の
場
合
は
指
の
挿
入
と
い
う
「
暴
行
」
と
「
わ
い
せ
つ
行
為
」
が
一
体
化
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
被
害
者
と
し
て
は
不
意
を
突
か
れ
る
の
で
防
ぎ
よ
う
が
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、「
抗

拒
不
能
」
的
と
も
言
え
よ
う
が
、「
暴
行
」
の
強
度
と
し
て
は
「
わ
い
せ
つ
行
為
」
自
体
と
同
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
、「
強

制
猥
褻
罪
や
強
姦
罪
に
つ
い
て
は
、
強
盗
罪
に
お
け
る
よ
う
な
、（
恐
喝
罪
と
の
関
係
か
ら
来
る
―
伊
藤
注
）
他
罪
か
ら
受
け
る
制
限
解
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釈
の
必
要
は
存
し
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
、「「
暴
行
又
ハ
脅
迫
ヲ
以
テ
」
と
あ
る
規
定
そ
の
も
の
に
は
、
本
来
、
な
ん
ら
そ
う
い
う
制
約

は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。」
と
の
見
解
も
見
ら
れ
る(32

)。
こ
の
よ
う
な
見
解
も
一
つ
の
見
方
で
は
あ
ろ
う
が
、
個
々
の
「
暴
行
・
脅
迫
犯
」

ご
と
に
そ
れ
自
体
と
し
て
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
こ
と
は
否
め
ず
、
論
者
も
、「
た
だ
性
行
動
の
特
質
上
、
一
切
の
有
形
力
の
行
使
を
も
っ

て
、
か
な
ら
ず
し
も
す
べ
て
相
手
方
の
真
意
に
反
す
る
も
の
と
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
」
と
補
足
説
明
し
つ
つ
、「
姦

淫
行
為
の
如
き
は
簡
単
に
或
い
は
容
易
に
遂
行
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
婦
女
の
何
程
か
の
抗
拒
に
よ
っ
て
防
止
し
得
る
も
の
で
あ
る
に
対

し
、
強
制
猥
褻
行
為
と
し
て
処
断
せ
ら
れ
る
行
為
は
必
ず
し
も
強
度
の
暴
行
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
区
別
さ
れ
る(33

)。

③

も
っ
と
も
、
判
例
中
に
は
、「
一
三
才
未
満
の
者
に
対
し
、
そ
の
反
抗
を
著
し
く
困
難
に
さ
せ
る
程
度
の
脅
迫
を
用
い
て
わ
い
せ

つ
の
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
刑
法
一
七
六
条
の
前
段
と
後
段
と
の
区
別
な
く
右
法
条
に
該
当
す
る
一
罪
が
成
立
す
る
」
旨
、
判
示
し
た

も
の
も
あ
り(34
)、
こ
の
事
例
は
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
強
姦
罪
の
両
方
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
「
手
段
」
が
い
ず
れ
も
果
物
ナ
イ

フ
を
突
き
付
け
て
の
「
脅
迫
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、「
反
抗
を
著
し
く
困
難
な
ら
し
め
」
た
と
い
う
点
で
は
、
違
い
は
な
い
か
ら
で
あ

ろ
う
か
ら
（
一
審
一
〇
七
三
頁
以
下
参
照
）、
事
例
に
よ
る
判
示
で
あ
っ
て
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
場
合
も
こ
の
程
度
の
「
脅
迫
」
が
な

さ
れ
れ
ば
本
罪
が
成
立
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
、
と
の
趣
旨
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
最
高
裁
の
判
示
は
二
審
を
支
持
す
る
形
に
な
っ
て
お

り
、
二
審
一
〇
七
六
頁
以
下
は
、「
右
各
犯
行
は
、
‐
‐
‐
各
被
害
者
の
反
抗
を
著
し
く
困
難
に
さ
せ
る
程
度
の
脅
迫
手
段
を
用
い
て
行

な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
場
合
に
は
、
右
法
条
（
一
七
六
条
―
伊
藤
注
）
の
前
段
と
後
段
と
の
区
別
な
く
右
法
条
に
該
当
す
る

一
罪
が
成
立
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
こ
の
事
例
の
特
殊
性
が
窺
え
な
い
で
も
な
か
ろ
う
。

直
接
的
な
論
点
と
し
て
は
、
被
告
人
に
被
害
者
が
一
三
才
未
満
で
あ
る
こ
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か
、
ま
た
そ
の
点
の
判
示
を
必
要
と
す
る

か
に
あ
る
と
も
言
え
よ
う
が
、
本
件
の
よ
う
な
「
脅
迫
」
が
な
さ
れ
た
場
合
は
い
ず
れ
に
せ
よ
一
七
六
条
が
成
立
し
得
る
と
考
え
れ
ば
、
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一
七
六
条
一
本
で
足
り
る
こ
と
に
も
な
ろ
う(35

)。
も
っ
と
も
、「
脅
迫
」
の
場
合
「
暴
行
」
に
よ
る
場
合
と
は
異
な
り
、
直
接
的
に
有
形
力

が
行
使
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
被
害
者
と
の
遣
り
取
り
に
際
し
こ
の
程
度
の
「
脅
迫
」
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、「
暴
行
」
に
よ
る
場
合
と
「
脅
迫
」
に
よ
る
場
合
と
で
は
、
そ
の
強
度
に
違
い
が
出
る
場
合
も
あ
り
得
る
こ

と
に
な
ろ
う(36

)。

④

し
か
し
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
法
定
刑
は
今
日
「
六
月
以
上
十
年
以
下
の
懲
役
」
と
さ
れ
て
お
り
、
今
日
に
お
い
て
も
下
限
が
か

な
り
の
程
度
に
重
い
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
「
暴
行
又
は
脅
迫
」
な
い
し
「
わ
い
せ
つ
な
行
為
」
の
態
様
・
程
度
に
つ
い
て
も
相
当
程
度

の
重
さ
の
場
合
が
予
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
に
当
ら
な
い
程
度
の
場
合
は
い
わ
ゆ
る
迷
惑
条
例
、
例
え
ば
、
東
京
都

の
場
合
、「
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」五
条
一
項
一
号
・
八
条
一
項
二
号
に
よ
っ
て「
六

月
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
」
が
予
告
さ
れ
て
お
り(37
)、
刑
法
と
連
続
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
も
っ
と

も
、
両
者
が
常
に
截
然
と
区
別
さ
れ
る
訳
で
も
な
か
ろ
う
か
ら
、
臀
部
を
直
接
に
撫
で
回
し
た
程
度
で
も
、
あ
る
程
度
の
態
様
で
あ
れ
ば

「
強
制
わ
い
せ
つ
罪
」
と
認
定
さ
れ
る
場
合
も
な
い
で
も
な
か
ろ
う(38
)。

㋑

大
三
刑
判
大
正
一
三
年
一
〇
月
二
二
日
集
三
巻
七
四
九
頁

①

大
審
院
は
、「
刑
法
第
百
七
十
六
条
前
段
に
所
謂
暴
行
と
は
正
当
の
理
由
な
く
他
人
の
意
思
に
反
し
て
其
の
身
体
髪
膚
に
力
を
加

う
る
の
謂
に
し
て
、
固
よ
り
其
の
力
の
大
小
強
弱
を
問
う
こ
と
を
要
す
る
も
の
に
非
ず
。」
と
の
前
提
か
ら
、「
他
人
の
家
宅
に
侵
入
し
、

臥
床
に
寝
ね
た
る
婦
女
の
身
体
を
抱
擁
す
る
が
如
き
は
、
強
大
の
力
を
用
い
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
其
の
暴
行
た
る
こ
と
を
失
う
も
の
に

非
ず
。」
と
判
示
し
つ
つ
、
具
体
的
事
例
と
の
関
係
で
、「
原
判
示
の
如
く
、
被
告
が
深
夜
故
な
く
Ｔ
某
方
に
侵
入
し
、
同
人
の
妻
某
の
寝

室
に
到
り
、
臥
床
に
横
わ
り
居
た
る
同
人
の
肩
を
抱
き
、
左
手
を
其
の
陰
部
に
触
れ
た
り
と
云
う
の
行
為
は
、
即
ち
暴
行
を
以
て
猥
褻
の
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行
為
を
為
し
た
る
も
の
と
謂
う
こ
と
を
妨
ぐ
る
も
の
に
非
ざ
れ
ば
、
原
審
が
之
を
右
法
条
の
猥
褻
罪
に
問
擬
し
た
る
は
、
固
よ
り
其
の
所

に
し
て
、
違
法
に
非
ず
。
論
旨
は
理
由
な
し
。」
と
判
示
し
た
（
七
五
一
頁
。
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）。

②

こ
こ
で
も
、
大
審
院
は
「
暴
行
」
の
前
提
と
し
て
、「
正
当
の
理
由
」
と
「
意
思
に
反
す
る
こ
と
」
を
問
題
と
す
る
。
こ
の
よ
う

な
事
例
の
場
合
、
行
為
者
が
夫
Ｔ
で
あ
れ
ば
日
本
刑
法
上
は
恐
ら
く
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
を
一
応

除
外
例
と
し
て
念
頭
に
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

問
題
は
、「
力
の
大
小
強
弱
」
を
問
わ
な
い
と
い
う
前
提
か
ら
、「
肩
を
抱
く
」
行
為
も
「
暴
行
」
に
当
た
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
が
、

本
件
行
為
者
は
た
ま
た
ま
「
肩
を
抱
く
」
行
為
に
出
て
、
そ
れ
が
「
暴
行
」
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
直
接
直
ち
に

「
陰
部
」
に
触
れ
た
と
い
う
場
合
で
あ
れ
ば
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
㋐
④
の
東
京
都
迷
惑
防
止
条
例
五
条
一
項
一
号
は
犯
行
の
場
所

と
し
て
、「
公
共
の
場
所
又
は
公
共
の
乗
物
」
に
限
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
衣
服
そ
の
他
の
身
に
着
け
る
物
の
上
か
ら
」
の

場
合
の
ほ
か
、「
直
接
に
人
の
身
体
に
触
れ
る
」
場
合
も
規
定
内
容
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
大
審
院
の
事
例
が
直
接
身
体

と
し
て
の
「
陰
部
」
に
触
れ
た
も
の
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
犯
行
場
所
か
ら
言
っ
て
も
接
触
部
分
と
の
関
係
で
も
、「
強
制
わ
い

せ
つ
」
と
言
い
得
る
も
の
と
言
え
よ
う
か
。
も
っ
と
も
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
は
当
時
「
六
月
以
上
七
年
以
下
ノ
懲
役
」
が
法
定
刑
で
あ
っ

た
の
で
、
や
は
り
下
限
が
相
当
程
度
重
く
は
な
っ
て
い
る
が
、
行
為
態
様
上
本
罪
の
適
用
が
あ
り
得
る
場
合
と
言
え
よ
う
か
。
前
掲
㋐
事

例
の
よ
う
に
、
陰
部
に
指
を
挿
入
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
に
準
じ
た
場
合
と
は
言
え
よ
う
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、

本
件
は
た
ま
た
ま
「
肩
を
抱
く
」
行
為
を
行
っ
た
の
で
「
暴
行
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
直
接
「
陰
部
」
に
触
れ
た
場
合
も
同
じ
結
論
と

い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
犯
行
時
刻
は
「
午
前
一
時
三
十
分
頃
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
（
七
五
〇
頁
）、「
臥
床
に
横
わ
り
居
た
る
」

と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
（
七
五
一
頁
）
が
、
一
七
八
条
（
一
項
）
で
は
な
く
一
七
六
条
前
段
の
適
用
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
抗
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拒
不
能
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
状
態
で
あ
る
が
、「
不
意
打
ち
」
類
型
の
場
合
で
あ
り
、
犯
行
場
所
の
面
か
ら
し
て
も
「
強
制
わ
い
せ
つ
」

相
当
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か(39

)。

㋒

最
大
判
平
成
二
九
年
一
一
月
二
九
日
集
七
一
巻
九
号
四
六
七
頁

①

最
高
裁
は
、「
被
告
人
は
、
‐
‐
‐
被
害
者
（
当
時
七
歳
）
が
一
三
歳
未
満
の
女
子
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
‐
‐
‐
被
告

人
方
に
お
い
て
、
被
害
者
に
対
し
、
被
告
人
の
陰
茎
を
触
ら
せ
、
口
に
く
わ
え
さ
せ
、
被
害
者
の
陰
部
を
触
る
な
ど
の
わ
い
せ
つ
な
行
為

を
し
た
。」（
一
審
五
二
〇
頁
）
と
い
う
「
性
的
性
質
が
明
確
な
行
為
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
す
る
ま
で
も
な
く
、
性
的
な

意
味
の
強
い
行
為
と
し
て
、
客
観
的
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
‐
‐
‐
る
。」（
最
高
四
七
二
頁
。
一
審
五
二
一
頁
、

二
審
五
二
五
頁
も
参
照
）
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
最
一
小
判
昭
和
四
五
年
一
月
二
九
日
集
二
四
巻
一
号
一
頁
に
お
い
て
多
数
を

形
成
し
て
い
た
・
い
わ
ゆ
る
傾
向
犯
説
に
よ
る
こ
と
な
く
、「
強
制
わ
い
せ
つ
罪
」
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
旨
を
、
判
示
し
た(40
)。

②

本
件
は
刑
法
一
七
六
条
後
段
の
事
例
で
あ
る
か
ら
（
一
審
五
二
三
頁
）、「
暴
行
・
脅
迫
」
に
つ
い
て
直
接
に
判
示
し
た
も
の
で
は

な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
行
為
が
「
客
観
的
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
」
と
さ
れ
る
場
合
、
後
は
「
暴
行
又
は
脅
迫
」
に

該
当
す
る
か
を
検
討
す
れ
ば
足
り
る
形
に
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、「
性
的
意
図
」
ま
で
要
求
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
も
、
犯
罪
の
一
般

的
性
質
上
、「（
強
制
）
わ
い
せ
つ
の
故
意
」
は
必
要
で
あ
り
、
こ
の
側
面
で
は
行
為
者
の
主
観
的
意
識
状
態
は
当
然
の
前
提
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
弁
護
人
園
田
寿
の
上
告
趣
意
四
七
九
頁
は
、「
自
己
の
行
為
が
「
わ
い
せ
つ
行
為
」
で
あ
る
こ
と
の
認
識
」

と
さ
れ
る
が
、「
自
己
認
識
」
ま
で
は
必
要
な
く
、「
一
般
的
に
「
わ
い
せ
つ
」
と
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
を
（
強
制
的
に
）
行
う
こ
と
の
認
識
・

認
容
」
で
足
り
る
こ
と
に
な
ろ
う(41
)と
こ
ろ
、
今
日
「
個
人
的
法
益
に
対
す
る
罪
」
と
の
理
解
が
優
勢
で
あ
り
、
従
っ
て
、「
被
害
者
の
受

け
た
性
的
な
被
害
の
有
無
や
そ
の
内
容
・
程
度
に
こ
そ
目
を
向
け
る
べ
き
」（
最
高
四
七
〇
頁
）
と
の
観
点
か
ら
は
、「「
被
害
者
の
性
的
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自
由
」
に
（
強
制
的
に
）
向
け
ら
れ
た
形
で
の
「
わ
い
せ
つ
」
行
為
の
認
識
・
認
容
」
と
い
う
形
で
、
限
定
的
に
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
ろ
う(42

)。

③

し
か
し
て
、
本
件
に
先
立
つ
静
岡
地
判
平
成
二
一
年
九
月
一
四
日
判
例
秘
書
L06450568
一
頁
も
、
強
姦
罪
の
暴
行
・
脅
迫
と

の
対
比
で
、「
刑
法
一
七
六
条
の
暴
行
と
は
、
被
害
者
の
意
思
に
反
し
て
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
行
う
に
必
要
な
程
度
に
抗
拒
を
抑
制
す
る

態
様
の
暴
行
で
あ
れ
ば
足
り
、
暴
行
が
同
時
に
わ
い
せ
つ
行
為
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
」、
簡
潔
に
判
示
す
る
（
一
〇
頁(43

)）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
最
一
小
判
昭
和
四
五
年
一
月
二
九
日
で
打
ち
出
さ
れ
た
・「
専
ら
そ
の
婦
女
に
報
復
し
、
ま
た
は
、
こ
れ
を
侮
辱
し
、

虐
待
す
る
目
的
に
出
た
と
き
は
、
強
要
罪
そ
の
他
の
罪
を
構
成
す
る
の
は
格
別
、」（
二
頁
）
と
い
う
判
示
は
、
こ
の
種
事
例
の
適
用
に
お

い
て
、
従
来
よ
り
一
層
狭
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う(44
)。

❠

強
制
性
交
等
罪

㋐

最
三
小
判
昭
和
二
四
年
五
月
一
〇
日
集
三
巻
六
号
七
一
一
頁

①

本
件
弁
護
人
が
、「
被
害
者
が
抗
拒
不
能
に
陥
っ
た
と
い
う
事
実
は
全
記
録
の
何
処
に
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
主
張
し
」

た
と
こ
ろ
、
最
高
裁
は
、「
刑
法
第
一
七
七
条
に
い
わ
ゆ
る
暴
行
又
は
脅
迫
は
相
手
方
の
抗
拒
を
著
し
く
困
難
な
ら
し
め
る
程
度
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
以
て
足
り
る
。」
と
し
て
、
そ
の
主
張
を
退
け
た
の
で
あ
る
（
七
一
二
頁
。
常
用
漢
字
化
）。

②

弁
護
人
の
上
告
趣
意
中
に
お
い
て
は
、
刑
法
一
七
七
条
に
所
謂
強
姦
の
要
件
で
あ
る
暴
行
又
は
脅
迫
と
は
相
手
方
に
暴
行
又
は
脅

迫
を
以
て
威
力
を
加
え
、
意
思
活
動
の
自
由
を
失
わ
し
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
の
主
張
も
見
ら
れ
（
七
一
三
頁
）、
確
か
に
、
刑
法
一

七
七
条
が
一
三
歳
以
上
か
未
満
か
に
よ
っ
て
区
別
し
て
い
る
以
上
、
刑
法
上
は
一
三
歳
以
上
で
あ
れ
ば
「
暴
行
又
は
脅
迫
」
に
よ
ら
な
け

れ
ば
一
七
七
条
は
成
立
し
得
な
い
こ
と
に
は
な
ろ
う
。
一
八
歳
未
満
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
児
童
買
春
法
四
条
な
ど
や
、
東
京
都
の
場
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合
、「
東
京
都
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る
条
例
」
一
八
条
の
六
・
二
四
条
の
三
が
参
照
さ
れ
よ
う(45

)。
前
者
の
法
定
刑
は
「
五
年
以

下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
」
と
な
っ
て
お
り
、
刑
法
一
七
七
条
の
法
定
刑
が
「
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
」
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
や
は
り
連
続
性
を
持
た
せ
た
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
後
者
の
法
定
刑
は
「
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以

下
の
罰
金
」
と
な
っ
て
お
り
、
同
じ
一
八
歳
未
満
対
応
の
場
合
と
し
て
、
前
者
が
後
者
の
加
重
類
型
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

従
っ
て
、
法
体
系
全
体
か
ら
す
る
と
、
一
八
歳
未
満
に
つ
い
て
は
「
暴
行
又
は
脅
迫
」
に
よ
ら
な
い
場
合
も
、
処
罰
し
得
る
形
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。「
暴
行
又
は
脅
迫
」
が
特
に
機
能
す
る
の
は
、
一
八
歳
以
上
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
令
和
四
年
四
月
一
日

施
行
予
定
の
民
法
四
条
は
、「
年
齢
十
八
歳
を
も
っ
て
、
成
年
と
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り(46

)、
上
述
の
法
令
が
改
正
な
く
経

過
す
る
と
、「
児
童
」
な
い
し
「
青
少
年
」
と
は
取
り
も
直
さ
ず
「
未
成
年
者
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。「
成
年
者
」
で
あ
れ
ば
「
意
思

決
定
・
意
思
活
動
の
自
由
」
を
問
題
と
す
る
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
和
姦
の
主
張
が
な
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
は
あ
る
。

も
っ
と
も
、
刑
法
一
七
七
条
の
適
用
と
い
う
意
味
で
は
、
一
三
歳
以
上
で
あ
れ
ば
同
様
な
主
張
が
出
来
な
い
訳
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
の
よ

う
な
主
張
が
成
り
立
ち
そ
う
も
な
い
態
様
の
場
合
は
、「
身
体
と
人
格
的
尊
厳
に
つ
い
て
の
、
よ
り
重
大
な
侵
害
を
伴
う
犯
罪
と
」
い
う

こ
と
に
も
な
ろ
う(47

)。

し
か
し
て
、
そ
の
後
の
最
二
小
判
昭
和
三
三
年
六
月
六
日
裁
判
集
一
二
六
号
一
七
一
頁
は
、「
相
手
方
の
抗
拒
を
著
し
く
困
難
な
ら
し

め
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
」
か
否
か
は
、「
具
体
的
事
情
の
如
何
と
相
伴
っ
て
、」
認
定
で
き
れ
ば
足
り
る
旨
、
判
示
す
る(48
)。
近
時
の
判
決

例
と
し
て
は
、
宮
崎
地
判
平
成
二
七
年
一
二
月
一
日
集
七
二
巻
二
号
二
一
七
頁
は
、
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
用
い
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
に
来
た
女
性
客
が
、
全
裸
の
状
態
で
バ
ス
タ
オ
ル
を
掛
け
て
施
術
台
上
に
横
わ
っ
て
お
り
、
か
つ
ア
イ
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い

る
と
い
う
、
被
告
人
に
と
っ
て
「
圧
倒
的
に
優
位
な
状
況
」
を
強
調
す
る
（
二
一
九
、
二
二
二
、
二
五
一
頁(49

)）。
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㋑

札
幌
高
判
昭
和
三
〇
年
九
月
一
五
日
高
集
八
巻
六
号
九
〇
一
頁

①

本
件
は
、「
被
告
人
の
右
行
為
は
、
Ｈ
の
抗
拒
を
著
し
く
困
難
な
ら
し
め
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
と
は
認
め
難
く
、
寧
ろ
、
同
女

が
応
ず
れ
ば
姦
淫
し
よ
う
と
す
る
程
度
の
も
の
に
止
ま
り
、
そ
の
応
諾
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
強
い
て
こ
れ
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
意

思
の
も
と
に
な
さ
れ
た
行
為
で
は
な
く
、
従
っ
て
被
告
人
に
は
強
姦
の
犯
意
が
な
か
っ
た
も
の
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」（
九
〇
四
―

五
頁
）
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、「
被
告
人
に
姦
淫
の
意
思
の
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
Ｈ
を
原
判
示
六
畳
間
に
連
行
し
、

そ
こ
に
敷
い
て
あ
っ
た
布
団
の
上
に
仰
向
け
に
押
倒
し
、
原
判
示
の
よ
う
な
行
為
に
出
た
こ
と
は
肯
定
し
得
る
。」（
九
〇
四
頁
）
と
の
認

定
で
あ
る
か
ら
、
当
初
「
姦
淫
の
意
思
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
高
裁
も
認
め
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
結
局
、
行
為
の
時
点
で
無
理
に
で
も
姦

淫
し
よ
う
と
す
る
程
の
「
強
姦
の
犯
意
」
は
な
か
っ
た
と
の
結
論
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
認
定
す
る
た
め
に
、
あ
る
程
度

の
有
形
力
の
行
使
な
ど
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
抗
拒
を
著
し
く
困
難
な
ら
し
め
る
程
度
」
に
ま
で
、
い
わ
ば
何
が
何
で
も
姦
淫
し
よ
う
と

す
る
ま
で
の
強
行
さ
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、「
強
姦
の
故
意
」
不
存
在
の
裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
事
例
的
に

特
殊
で
微
妙
な
場
合
と
も
言
え
よ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
「
暴
行
」
と
「
強
姦
の
故
意
」
が
連
動
し
得
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
現
に
一
審
は
「
強
姦
未
遂
罪
」
の
成
立
を
認
め
て
い
た
訳
で
あ
る
（
一
審
九
一
〇
、
九
一
一
頁
）。
高
裁
の
「
罪
と
な
る
べ
き

事
実
」
中
で
は
、「
強
い
て
姦
淫
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
な
か
っ
た
の
で
」（
九
〇
六
頁
）
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る(50
)。

②

強
姦
罪
の
「
暴
行
又
は
脅
迫
」
は
「
反
抗
を
著
し
く
困
難
に
す
る
程
度
」
の
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

判
例
理
論
は
法
定
刑
が
「
二
年
な
い
し
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
」
と
さ
れ
て
い
た
時
代
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
強
盗
罪
と
同
様
に

「
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
」
と
さ
れ
た
今
日
に
お
い
て(51
)、
強
姦
罪
の
「
暴
行
又
は
脅
迫
」
も
「
反
抗
を
抑
圧
す
る
程
度
」
の
も
の
と
解
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
法
定
刑
加
重
の
理
由
は
「
財
産
」
に
つ
い
て
さ
え
「
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
」
と
さ
れ
て
い
る
に
も
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か
か
わ
ら
ず
、
特
に
「
女
性
の
性
的
自
由
」
が
「
二
年
な
い
し
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
」
で
し
か
保
護
さ
れ
な
い
の
は
時
代
遅
れ
で
特
に

女
性
の
保
護
が
手
薄
で
あ
る
と
の
点
に
あ
る
と
す
れ
ば(52

)、「
暴
行
又
は
脅
迫
」
の
程
度
が
両
罪
で
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
必
ず

し
も
言
え
な
い
こ
と
に
も
な
ろ
う(53

)。
財
産
犯
の
場
合
は
、
強
盗
罪
で
な
け
れ
ば
恐
喝
罪
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、「
性
交
等
」
と
の
関

係
で
は
さ
し
あ
た
り
「
強
制
性
交
等
」
で
カ
バ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、「
暴
行
・
脅
迫
」
の
程
度
に
つ
い
て
も
少
し
幅
を

広
げ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う(54

)。
そ
れ
を
越
え
て
、「
暴
行
・
脅
迫
は
相
手
方
の
意
思
に
反
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の

要
件
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
か
ら
、
ⓑ
暴
行
・
脅
迫
の
程
度
を
問
わ
な
い
と
す
る
見
解
が
妥
当(55

)」
と
ま
で
言
い
切
っ
て
良
い
か
は
、
具
体
的

な
事
例
の
検
討
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る(56

)。
他
方
、現
行
刑
法
典
の
伝
統
的
な
理
解
か
ら
す
れ
ば
、「
健
全
な
性
風
俗
を
保
護
す
る
」

と
い
う
「
社
会
的
法
益
」
の
保
護
の
側
面
も
包
含
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
法
定
刑
も
重
く
な
っ
て
い
る
と
の
理
解
も
あ
り
得
よ
う(57
)が
、

「
強
盗
罪
」
な
ど
も
連
続
的
に
発
生
し
た
場
合
な
ど
は
、
社
会
に
与
え
る
衝
撃
も
大
き
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
側
面
を
こ

れ
ら
の
犯
罪
の
本
質
と
し
て
読
み
込
む
こ
と
は
、
今
日
的
に
は
妥
当
で
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
和
姦

の
主
張
（
被
害
者
の
承
諾
）
は
一
七
七
条
の
構
成
要
件
要
素
た
る
「
暴
行
又
は
脅
迫
」
と
の
関
連
で
捉
え
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
と

こ
ろ(58

)、
被
害
者
の
承
諾
が
あ
っ
て
も
構
成
要
件
不
該
当
と
な
り
得
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
妥
当
で
あ
ろ
う

か
。㋒

横
浜
地
判
平
成
二
五
年
七
月
一
九
日
判
例
秘
書
L06850409
一
頁

①

本
件
は
、
合
計
五
名
の
中
学
生
に
対
し
、
約
二
年
の
間
に
、
三
回
に
わ
た
り
、
強
制
わ
い
せ
つ
等
を
行
っ
た
事
例
で
あ
る
。
こ
の

中
で
も
注
目
に
値
す
る
こ
と
は
、
脅
迫
に
よ
り
強
い
て
Ａ
（
当
時
一
五
歳
）
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
わ
い
せ
つ
行
為

等
に
応
じ
れ
ば
更
に
上
乗
せ
し
て
現
金
を
交
付
す
る
旨
の
被
告
人
の
発
言
を
信
じ
た
Ａ
が
、
わ
い
せ
つ
行
為
や
姦
淫
行
為
を
す
る
こ
と
を
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承
諾
し
た
た
め
、
強
い
て
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
、
と
認
定
さ
れ
、
強
制
わ
い
せ
つ
未
遂
罪
の
成
立
に
止
め
て
い
る

点
が
、
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

②

こ
の
理
由
と
し
て
、
地
裁
は
、「
Ａ
が
わ
い
せ
つ
行
為
や
姦
淫
に
応
じ
た
理
由
は
、
被
告
人
の
脅
迫
行
為
に
よ
っ
て
反
抗
で
き
な

く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
Ａ
が
、
交
付
現
金
を
上
乗
せ
す
る
旨
の
被
告
人
の
発
言
を
信
じ
、
現
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
、
わ
い
せ
つ
行
為
や
姦
淫
を
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
合
理
的
な
疑
い
を
容
れ
る
余
地

が
あ
る
と
」
判
示
し
た
（
五
頁
）。「
脅
迫
」
の
後
に
「
欺
罔
」
に
出
た
と
し
て
も
、「
欺
罔
」
に
よ
る
「
姦
淫
」
で
は
「
強
姦
罪
」
は
成

立
し
な
い
と
の
結
論
に
な
っ
て
い
る
が
、
確
か
に
、「
反
抗
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
」
こ
と
に
よ
っ
て
「
姦
淫
」
に
至
っ
た
の
で
な
け

れ
ば
、「
強
姦
罪
」
は
成
立
し
な
い
と
の
理
論
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
判
示
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
四
名
の

被
害
者
が
い
る
の
で
、
こ
の
部
分
だ
け
に
こ
だ
わ
る
必
要
も
あ
る
ま
い
が
、
神
奈
川
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
（
三
一
条
一
な
い
し
二
項
、

五
三
条
一
項
な
い
し
二
項
三
号(59

)）
の
適
用
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
は
強
制
わ
い
せ
つ
の
「
未
遂
」
の
認
定
で
十
分
と
考
え

ら
れ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
児
童
買
春
法
四
条
の
適
用
が
で
き
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
連
の
「
強
制
わ

い
せ
つ
」
事
件
と
し
て
ま
と
め
た
形
に
な
ろ
う
か
。

③

い
わ
ゆ
る
「
援
助
交
際
」
が
ら
み
の
事
例
で
あ
り
、
女
子
中
学
生
の
方
に
も
「
自
己
決
定
」
上
の
落
ち
度
が
あ
る
と
も
言
え
よ
う

が
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
き
準
強
姦
罪
の
「
抗
拒
不
能
」
と
は
認
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。「
欺
罔
」
に
よ
る
「
姦
淫
」
は
す

べ
て
「
準
強
姦
」
と
い
う
の
で
は
、
無
限
定
に
過
ぎ
よ
う
が
、
こ
の
事
例
に
お
い
て
は
合
計
一
〇
万
円
程
の
支
払
を
エ
サ
に
「
姦
淫
」
に

至
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
対
価
を
も
っ
て
す
る
「
欺
罔
行
為
」
と
「
姦
淫
」
と
の
「
因
果
関
係
」
が
明
確
で
あ
る
よ
う
に
も
窺
え
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
程
度
に
「
因
果
関
係
」
が
明
確
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
自
己
決
定
」
に
よ
る
「
承
諾
」
が
あ
る
と
の
観
点
か
ら
は
、「
準
強
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姦
罪
」
の
成
立
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、「
一
五
歳
」
と
い
う
年
齢
で
お
小
遣
い
欲
し
さ
の
余
り
「
欺
さ
れ
や
す
い
」
と
い

う
点
に
着
目
す
る
と
、「
脅
迫
」
と
相
ま
っ
て
「
抗
拒
不
能
」
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

「
成
年
者
」
で
あ
っ
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
は
な
い
か
と
な
る
と
、
こ
こ
で
も
無
限
定
に
過
ぎ
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
正
常
な
判

断
能
力
を
有
し
て
い
て
も
対
価
関
係
が
明
確
で
あ
れ
ば
、「
金
の
力
に
負
け
た
」
形
の
「
抗
拒
不
能
」
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か(60

)。
も
っ
と
も
、「
お
金
」
に
限
ら
ず
、
お
よ
そ
「
利
益
誘
導
」
的
な
場
合
は
す
べ
て
同
様
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
い
し
、
ま
た
「
金
銭
」
問
題
は
原
則
的
に
「
財
産
犯
」
の
視
角
か
ら
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
と
、「
欺
罔
」
の
程
度
な
ど
を
も

勘
案
の
上
、
事
例
ご
と
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
も
な
ろ
う(61

)。
こ
れ
に
対
し
、「
因
果
関
係
」
な
ど
が
合
理
的
な
疑
い
を
越

え
る
程
度
に
証
明
で
き
な
い
場
合
や
、
い
ず
れ
か
と
い
う
と
「
自
己
決
定
」
に
よ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
場
合
な
ど
は(62
)、
強
制
わ
い
せ
つ

「
未
遂
」
に
止
め
て
お
く
方
が
、
無
難
と
は
言
え
よ
う
が
。

④

ち
な
み
に
、「
口
淫
」
に
つ
い
て
も
、
現
在
は
一
七
七
条
な
い
し
一
七
八
条
二
項
に
該
当
す
る
形
に
な
る
の
で
あ
ろ
う(63

)。
こ
の
関

係
で
の
「
強
制
性
交
等
致
傷
被
告
事
件
」
に
つ
き
「
無
罪
」
を
言
い
渡
し
た
事
例
と
し
て
、
静
岡
地
浜
松
支
判
平
成
三
一
年
三
月
一
九
日

判
時
二
四
三
七
号
一
〇
七
頁
が
あ
り
、「
Ａ
の
反
抗
が
困
難
な
事
情
を
認
識
し
て
い
た
と
認
め
る
に
は
合
理
的
な
疑
い
が
残
」
る
と
し
て
、

「
故
意
」
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
（
一
一
〇
頁
四
段
。
そ
の
他
の
事
例
と
し
て
、
名
古
屋
地
判
同
二
九
年
九
月
五
日
判
例
秘
書

L07250650
一
頁
、
静
岡
地
沼
津
支
判
同
三
〇
年
八
月
一
五
日
同
L07350901
一
頁
、
仙
台
高
秋
田
支
判
令
和
二
年
一
月
一
四
日
判
例

秘
書
L07520070
一
頁
・
秋
田
地
判
同
一
年
七
月
一
〇
日
同
L07451433
一
頁
参
照
）。
も
っ
と
も
、「
故
意
」
と
の
関
係
で
は
、
自
己

の
行
為
を
認
識
・
認
容
し
て
い
る
限
り
、
法
的
当
て
は
め
に
誤
認
が
あ
っ
て
も
、
認
め
得
る
は
ず
で
あ
ろ
う
か
ら
、
む
し
ろ
「
被
害
者
の

承
諾
」
の
誤
認
に
よ
る
「
構
成
要
件
該
当
性
阻
却
事
由(64

)」
の
錯
誤
と
し
て
の
「
故
意
阻
却
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
通
常
の
『
性
交
等
』
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の
範
囲
内
と
考
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
暴
行
」
な
い
し
「
暴
行
の
程
度
」
の
否
定
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
そ
も
そ
も
「
強
姦
」

と
い
う
意
識
が
欠
け
て
い
て
、
従
っ
て
、「
強
姦
事
由
」
の
認
識
が
欠
如
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
条
文
・
構
成
要
件
上
の
解

釈
な
い
し
認
定
論
と
し
て
は
「
暴
行
又
は
脅
迫
」
に
着
目
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う(65

)が
、
強
姦
罪
を
積
極
的
に
認
定
す
る
場
合
は
す
で
に
「
暴

行
又
は
脅
迫
」
の
認
定
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
違
法
性
阻
却
事
由
の
主
張
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
（
刑
訴
法
三
三

五
条
参
照(66

)）、
刑
法
理
論
上
は
「
被
害
者
の
承
諾
の
な
い
こ
と
が
明
示
的
又
は
黙
示
的
な
構
成
要
件
要
素
に
な
っ
て
い
る
場
合(67

)」
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う(68

)。
な
お
、
法
案
の
段
階
で
は
、
肛
門
性
交
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
口
腔
性
交
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
強
制
わ
い
せ
つ

罪
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
足
り
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た(69

)が
、
必
ず
し
も
「
貞
操
」
な
い
し
「
生
殖
機
能
」
に
こ
だ
わ
ら
な
く
な
っ
た
以
上
、

こ
の
よ
う
な
取
扱
い
に
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る(70
)。

さ
ら
に
、
亀
山
元
最
高
裁
判
事
が
、「
暴
行
・
脅
迫
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
承
諾
が
あ
る
場
合
に
は
、
暴
行
・
脅
迫
に
よ
っ
て
姦
淫
し

た
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
違
法
性
阻
却
と
い
う
よ
り
構
成
要
件
該
当
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る(71

)」
と
の
解
説
を
加
え
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
は
、「
実
際
上
は
、
暴
行
・
脅
迫
後
に
真
意
の
承
諾
が
な
さ
れ
る
と
は
通
常
考
え
難
い
で
あ
ろ
う
し
、
あ
っ
た
と
し
て
も
立
件
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
理
論
上
の
問
題
に
と
ど
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
承
諾
の
時
期
が
問
題
に
な
っ
た
裁
判
例
も
見
当
た
ら
な
い(72

)。」

と
の
論
評
が
な
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
「
暴
行
・
脅
迫
」
と
「
承
諾
」
と
は
関
連
性
が
あ
る
に
せ
よ
別
概
念
な
の
で
、
無
理
に
関
連
付
け

よ
う
と
す
る
と
論
理
の
筋
道
が
ズ
レ
て
来
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
井
田
教
授
が
最
一
小
決
昭
和
五
三
年
七
月

一
二
日
判
タ
三
六
八
号
二
一
八
〔
二
二
五
頁
二
段
〕
頁
を
参
照
し
、
現
行
法
の
条
文
に
即
し
つ
つ
、
暴
行
・
脅
迫
と
不
同
意
性
と
の
関
係

を
う
ま
く
説
明
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る(73
)が
、
当
該
性
行
為
を
な
し
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
程
度
の
有
形
力
を
行
使
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
し
、
そ
の
よ
う
な
自
己
の
行
為
を
認
識
・
認
容
し
て
い
る
以
上
、「
故
意
」
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
に
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な
り
、「
阻
却
」
は
「
暴
行
・
脅
迫
」
以
外
の
要
件
に
求
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
現
行
法
上
は
「
暴
行
又
は
脅
迫
」
の
要
件
が
あ
る
以
上
、
一
八
歳
未
満
の
場
合
は
、
適
宜
児
童
福
祉
法
・
児
童
買
春
処
罰

法
・
条
例
違
反
な
ど
に
よ
る
立
件
が
考
え
ら
れ
て
良
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か(74

)。
前
述
の
よ
う
に(75

)、
立
法
論
的
に
は
「
暴
行
又
は
脅
迫
」
要

件
を
削
除
す
る
と
い
う
方
向
性
も
あ
り
得
な
い
で
は
な
か
ろ
う(76

)が
、
現
行
法
の
立
場
と
し
て
は
、「
十
三
歳
以
上
の
者
」
と
の
関
係
で
は
、

「
性
交
、
肛
門
性
交
又
は
口
腔
性
交
」
と
い
っ
た
「
性
交
等
」
に
際
し
あ
る
程
度
の
有
形
力
な
い
し
脅
迫
が
加
え
ら
れ
た
場
合
は
、
被
害

者
の
状
態
を
含
め
た
諸
般
の
状
況
か
ら
、「
性
交
等
」
に
該
当
す
る
か
否
か
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う(77

)。
例
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
結
婚

詐
欺
に
つ
い
て
も
、「
社
会
生
活
に
お
い
て
は
、
被
欺
罔
者
自
身
が
被
欺
罔
の
結
果
に
対
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
一
種
の
法
的
に
放
任
さ

れ
た
私
的
自
治
の
分
野
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
法
は
こ
の
よ
う
な
領
域
に
ま
で
干
渉
し
、
そ
の
行
為
を
可
罰
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
は
で

き
な
い(78
)。」
と
の
注
釈
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
い
わ
ば
「
自
己
責
任
な
い
し
自
己
決
定
の
原
則
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
ら
、
そ
の
範
囲
内
に
止
ま
る
か
否
か
の
判
断
が
肝
要
と
な
ろ
う
が
、
刑
法
上
は
条
文
・
構
成
要
件
に
該
当
し
得
る
か
が
厳
密
に
判
断
さ

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
確
か
に
、
結
婚
な
ど
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
決
し
て
「
性
交
等
」
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
が
認
め

ら
れ
る
場
合
、
そ
の
よ
う
な
「
性
交
等
」
の
承
諾
は
無
効
で
あ
る
と
の
立
論
も
あ
り
得
よ
う
が
、「
暴
行
又
は
脅
迫
」
の
要
件
が
充
足
さ

れ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
や
は
り
一
七
八
条
の
問
題
と
し
て
捉
え
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う(79
)。
こ
の
点
、
日
常
的
な
暴
行

な
ど
の
継
続
に
よ
り
性
交
の
際
の
「
抗
拒
不
能
」
を
認
め
た
事
例
と
し
て
、
前
掲
注
（
62
）
名
古
屋
高
判
令
和
二
年
三
月
一
二
日
の
ほ
か
、

金
沢
地
判
平
成
二
八
年
八
月
三
一
日
判
例
秘
書
L07150967
一
頁
が
あ
る(80
)。

⑤

も
っ
と
も
、「
十
八
歳
未
満
の
者
」
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
者
を
現
に
監
護
す
る
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
力
が
あ
る
」
場
合
、

刑
法
上
別
異
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
（
刑
法
一
七
九
条(81

)）。
こ
の
点
、
現
在
児
童
買
春
処
罰
法
な
ど
に
お
い
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て
「
十
八
歳
未
満
」
と
い
う
年
齢
が
厳
守
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば(82

)、
本
規
定
に
つ
い
て
も
同
様
な
結
論
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る(83
)。（

26
）
平
成
二
九
年
六
月
一
六
日
、
第
一
九
三
回
国
会
に
お
い
て
成
立
し
た
「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
二
九
年
法
律
第
七
二
号
。
同
月
二

三
日
公
布
、
七
月
一
三
日
施
行
）
の
改
正
に
至
る
経
緯
に
つ
き
、
堀
田
さ
つ
き
「「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
概
要
に
つ
い
て
」
捜
査
研
究

八
〇
二
号
（
平
成
二
九
年
）
二
頁
以
下
参
照
。
こ
れ
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
島
岡
ま
な
「
8

裁
判
員
裁
判
に
お
け
る
「
性
犯
罪
の
量
刑
」
に

つ
い
て
」
木
谷
明
責
任
編
集
『
シ
リ
ー
ズ
刑
事
司
法
を
考
え
る
第
5
巻

裁
判
所
は
何
を
判
断
す
る
か
』（
同
年
）
一
五
二
頁
以
下
も
参
照
。

（
27
）
平
成
二
七
年
八
月
六
日
性
犯
罪
の
罰
則
に
関
す
る
検
討
会
「「
性
犯
罪
の
罰
則
に
関
す
る
検
討
会
」
取
り
ま
と
め
報
告
書
」（
http：
//w
w
w
.m
oj.go.

jp/content/00154850.pdf）
一
八
頁
、
第
一
九
三
回
国
会
衆
議
院
法
務
委
員
会
第
二
一
号
平
成
二
九
年
六
月
七
日
（
http://kokkai.ndl.go.jp/）

「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
０
２
０
・
０
２
２
・
０
２
４
〔
宮
崎
正
久
理
事
〕、
０
２
１
〔
林
眞
琴
政
府
参
考
人
・
法
務
省
刑
事
局
長
〕、
０

２
３
〔
平
木
正
洋
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
刑
事
局
長
〕、
同
参
議
院
法
務
委
員
会
第
一
九
号
平
成
二
九
年
六
月
一
五
日
１
２
８
・
１
３
０
〔
東
徹
委
員
〕、

１
２
９
〔
井
野
俊
郎
法
務
大
臣
政
務
官
〕、
堀
田
・
前
掲
注
（
26
）
捜
査
研
究
一
二
頁
以
下
、
林
陽
子
「
特
集
強
姦
と
法

強
姦
を
め
ぐ
る
法
状
況
●

女
性
の
視
点
で
見
つ
め
直
す
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
三
〇
号
（
平
成
二
年
）
三
〇
頁
二
段
参
照
。
そ
の
後
、
性
暴
力
被
害
者
の
支
援
な
ど
に
携
わ
る
一

三
団
体
に
よ
る
「
刑
法
改
正
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
二
〇
二
一
年
二
月
一
〇
日
、
同
意
の
な
い
性
行
為
を
犯
罪
と
す
る
「
不
同
意
性
交
等
罪
」

の
創
設
を
求
め
る
約
六
万
一
千
人
の
署
名
を
、
法
務
省
の
「
性
犯
罪
に
関
す
る
刑
事
法
検
討
会
」
宛
て
に
提
出
し
た
、
旨
報
じ
ら
れ
て
い
た
（
朝
日

新
聞
二
〇
二
一
年
二
月
一
一
日
東
京
本
社
版
朝
刊
一
四
版
二
一
面
参
照
。
こ
の
ほ
か
、西
日
本
新
聞
同
年
三
月
九
日
朝
刊
一
八
版
二
七
面
も
参
照
）が
、

同
検
討
会
は
四
月
一
二
日
、「
報
告
書
案
」
を
ま
と
め
た
、
旨
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
朝
日
新
聞
同
年
四
月
一
三
日
東
京
本
社
版
朝
刊
一
四
版
三
〇
面
参

照
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
さ
し
あ
た
り
「
不
同
意
性
交
罪
」
の
新
設
に
は
否
定
的
で
あ
る
が
、
現
行
法
上
強
制
性
交
罪
の
成
立
に
必
要
な
手
段
た
る
「
暴

行
・
脅
迫
」
と
並
べ
、「
威
迫
」「
偽
計
」「
驚
愕
」「
監
禁
」
な
ど
の
手
段
の
列
挙
が
提
案
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
性
犯
罪
な
ど
の
捜
査
・

公
判
手
続
き
に
必
要
な
起
訴
状
や
逮
捕
状
、
勾
留
状
な
ど
で
、
被
害
者
の
氏
名
な
ど
を
容
疑
者
や
被
告
人
に
伝
わ
ら
な
い
よ
う
秘
匿
す
る
刑
訴
法
の

改
正
が
行
わ
れ
る
見
通
し
に
な
っ
た
、
旨
の
報
道
も
見
ら
れ
る
（
朝
日
新
聞
同
年
五
月
一
九
日
東
京
本
社
版
朝
刊
一
三
版
三
面
、
同
五
月
二
一
日
同

一
四
版
二
九
面
、
同
六
月
一
〇
日
一
三
版
二
面
、
同
九
月
一
七
日
一
四
版
三
三
面
参
照
）。
さ
ら
に
そ
の
後
、「
検
討
会
」
が
五
月
に
「
報
告
書
」

（
001348762.pdf（
m
oj.go.jp））
を
ま
と
め
た
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
陽
子
ほ
か
「
特
集

性
犯
罪
の
解
釈
と
立
法
―
実
体
法
的
・
訴
訟
法
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的
検
討
―
「
性
犯
罪
に
関
す
る
刑
事
法
検
討
会
」
取
り
ま
と
め
報
告
書
を
巡
る
分
析
・
考
察
を
通
じ
て
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
69
号
（
令
和
三
年
）

八
四
頁
以
下
、
島
岡
ま
な
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
取
り
入
れ
た
立
法
論
―
国
際
水
準
を
踏
ま
え
た
刑
法
性
犯
罪
改
正
案
―
」
同
一
一
四
頁
以
下
、
佐

藤
拓
磨
「
不
同
意
撮
影
罪
と
性
的
画
像
記
録
の
没
収
・
消
去
の
立
法
に
つ
い
て
」
同
一
二
六
頁
以
下
、
大
谷
祐
毅
「
司
法
面
接
的
手
法
に
よ
る
聴
取

結
果
の
証
拠
法
上
の
取
扱
い
の
在
り
方
」
同
一
四
七
頁
以
下
、
原
田
和
往
「
性
犯
罪
に
対
す
る
公
訴
時
効
」
同
一
六
八
頁
以
下
参
照
）
の
を
受
け
、

上
川
陽
子
法
相
は
こ
れ
ら
の
事
項
な
ど
に
つ
き
、
九
月
一
六
日
の
法
制
審
議
会
総
会
で
諮
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
模
様
で
あ
る
（
西
日
本
新
聞
同
年

八
月
三
一
日
朝
刊
一
八
版
五
面
、
朝
日
新
聞
同
年
九
月
一
一
日
東
京
本
社
版
朝
刊
一
三
版
三
三
面
参
照
）。

（
28
）
佐
藤
陽
子
「
性
犯
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
意
思
・
関
与
」
刑
法
雑
誌
五
七
巻
二
号
（
平
成
三
〇
年
）
一
六
四
頁
以
下
参
照
。

（
29
）
性
犯
罪
の
こ
れ
ま
で
の
立
法
動
向
の
概
要
に
つ
き
、
木
村
光
江
「
準
強
姦
罪
、
準
強
制
わ
い
せ
つ
罪
―
地
位
・
関
係
性
の
利
用
」
研
修
八
一
八
号
（
平

成
二
八
年
）
三
頁
以
下
、
小
松
原
織
香
「
第
３
章
「
対
話
す
る
主
体
」
と
性
暴
力

第
３
節
性
暴
力
被
害
者
の
「
告
発
」
と
「
語
る
主
体
」」
同
『
性

暴
力
と
修
復
的
司
法
―
対
話
の
先
に
あ
る
も
の
』（
同
二
九
年
）
一
一
一
頁
、
前
田
雅
英
『
刑
法
各
論
講
義
［
第
7
版
］』（
令
和
二
年
）
二
、
三
、
九

五
以
下
、
一
〇
五
以
下
、
一
〇
九
頁
、
浅
田
和
茂
『
刑
法
各
論
』（
同
年
）
一
一
九
頁
以
下
、
前
田
雅
英
編
集
代
表
『
条解
刑法
第4版
』（
同
年
）
五
二
二
➳
、

五
二
六
以
下
➳
➴
➵
、
五
二
九
以
下
➷
、
五
三
一
➺
、
五
三
二
➻
、
五
三
三
10)
❣
11)
、
第
一
七
八
条
➳
、
五
三
六
以
下
、
五
四
一
頁
➳
参
照
。

こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
刑
法
一
七
七
条
一
項
は
基
本
的
に
「
他
人
の
認
識
し
得
る
意
思
（
erkennbaren
W
illen）」
に
反
し
「
性
的
行
為
（
sex-

uelle
H
andlungen）」
を
行
う
罪
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
、「
暴
力
、
脅
迫
」
等
の
使
用
を
含
め
、「
性
交
（
Beischlaf）」「
性
交
類
似
行
為
」（
強
姦
）

等
の
場
合
も
加
重
事
由
と
い
う
位
置
付
け
の
よ
う
で
あ
る
（
二
項
以
下
。
九
項
は
減
軽
事
由
の
場
合
）。
V
gl.T
hom
as
W
eigend,Sttafgesetzbuch,

58.A
ufl.,（
2020）
S.104ff.
井
田
良
「
特
集
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
刑
法
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
規
制
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
60
号

（
令
和
一
年
）
三
一
頁
右
以
下
、
島
岡
ま
な
「
強
制
性
交
等
罪
に
お
け
る
暴
行
・
脅
迫
要
件
に
つ
い
て
―
性
犯
罪
の
立
証
責
任
は
誰
が
負
う
べ
き
か
―
」

高
橋
則
夫
ほ
か
編
『
日
髙
義
博
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
下
巻
』（
平
成
三
〇
年
）
一
三
三
頁
以
下
、
岡
上
雅
美
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
新
た
な
性
刑
法
の

展
開
―
暴
行
・
脅
迫
要
件
の
な
い
立
法
例
に
関
す
る
一
考
察
」
同
一
七
一
頁
以
下
、
菊
地
一
樹
「
強
要
の
限
界
づ
け
と
規
範
的
自
律
」
早
稲
田
法
学

九
四
巻
一
号
（
同
年
）
二
八
頁
以
下
、
注
（
10
）（
11
）、
谷
脇
真
渡
「
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
成
立
に
性
的
意
図
は
必
要
か
―
平
成
29
年
11
月
29
日
最

高
裁
大
法
廷
判
決
を
契
機
と
し
て
―
」
桐
蔭
法
学
二
五
巻
一
号
（
同
年
）
九
三
頁
、
川
口
浩
一
「
強
姦
罪
か
ら
不
同
意
性
交
等
罪
へ
―
性
刑
法
の
基

本
類
型
の
比
較
法
的
考
察
」
九
州
大
学
法
政
研
究
八
五
巻
三
・
四
号
（
同
三
一
年
）
五
〇
七
〔
五
一
〇
以
下
〕
頁
、
嘉
門
優
「
第
五
編
法
益
論
と
個

人
の
自
由

第
三
章
性
刑
法
に
お
け
る
被
害
者
の
意
思
侵
害
要
件
の
展
開

参
考
資
料
2
」（
同
二
九
年
）
同
『
法
益
論
―
刑
法
に
お
け
る
意
義
と
役

割
―
』（
同
三
一
年
）
二
四
八
頁
以
下
、
同
「
性
犯
罪
規
定
の
見
直
し
に
向
け
て
―
不
同
意
性
交
等
罪
の
導
入
に
対
す
る
疑
問
―
」
立
命
館
法
学
三
八

七
・
三
八
八
号
（
令
和
一
年
）
六
四
頁
以
下
、
注
38)
、
葛
原
力
三
「
性
刑
法
の
改
正
に
つ
い
て
」
關
西
大
学
法
學
論
集
七
〇
巻
二
・
三
号
（
同
二
年
）
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一
五
六
以
下
、
一
六
三
頁
、
深
町
晋
也
「
二
〇
一
六
年
改
正
以
降
の
ド
イ
ツ
性
犯
罪
規
定
に
つ
い
て
」
樋
口
亮
介
ほ
か
編
著
『
性
犯
罪
規
定
の
比
較

法
研
究
』（
同
年
）
三
四
一
以
下
、
三
八
二
頁
以
下
、
樋
口
「
本
書
解
題
」
同
ｘ
ｌ
、
ｘ
ｌ
ｖ
ｉ
ｉ
、
ｌ
ｖ
ｉ
ｉ
ｉ
以
下
、
ｌ
ｘ
ｘ
ｉ
ｖ
以
下
、
ｌ
ｘ

ｘ
ｘ
以
下
、
ｌ
ｘ
ｘ
ｘ
ｖ
ｉ
ｉ
、
ｌ
ｘ
ｘ
ｘ
ｖ
ｉ
ｉ
、
ｘ
ｃ
ｉ
以
下
、
ｘ
ｃ
ｖ
ｉ
頁
、
深
町
「
ド
イ
ツ
語
圏
各
国
の
性
犯
罪
解
題
」
同
二
五
一
、
二

五
九
以
下
、
二
六
八
頁
参
照
。
イ
ギ
リ
ス
法
に
つ
い
て
は
、
木
村
光
江
「
20
性
犯
罪
の
法
的
規
制
と
性
的
自
由
に
対
す
る
罪
」
岩
瀬
徹
ほ
か
編
集
代

表
『
刑
事
法
・
医
事
法
の
新
た
な
展
開
上
巻
―
町
野
朔
先
生
古
稀
記
念
』（
平
成
二
六
年
）
四
四
五
頁
以
下
、
同
「
強
盗
罪
・
強
姦
罪
を
め
ぐ
る
諸
問

題
―
反
抗
抑
圧
に
つ
い
て
―
」
安
廣
文
夫
編
著
『
裁
判
員
裁
判
時
代
の
刑
事
裁
判
』（
同
二
七
年
）
四
九
四
頁
以
下
、
仲
道
祐
樹
「
特
集
・
性
犯
罪
規

定
の
比
較
法
的
研
究
―
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
性
犯
罪
規
定
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
45
号
（
同
年
）
一
五
頁
以
下
、
同
「
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
性
犯

罪
規
定
、
盗
撮
規
制
お
よ
び
性
犯
罪
記
録
画
像
の
取
扱
い
」
前
掲
性
犯
罪
規
定
二
〇
頁
以
下
、
樋
口
「
本
書
解
題
」
同
ｘ
ｘ
ｘ
ｉ
ｘ
、
ｘ
ｌ
ｉ
以
下
、

ｌ
ｘ
ｖ
以
下
、
ｌ
ｘ
ｘ
ｉ
ｘ
以
下
、
ｌ
ｘ
ｘ
ｘ
ｖ
ｉ
ｉ
以
下
、
ｃ
以
下
、
ｃ
ｖ
ｉ
以
下
、
ｃ
ｖ
ｉ
ｉ
ｉ
、
ｃ
ｉ
ｘ
、
ｃ
ｘ
ｉ
ｉ
頁
、
同
「
英
米
法
圏

解
題
」
同
三
以
下
、
六
、
八
以
下
、
一
一
頁
、
ア
メ
リ
カ
法
に
つ
い
て
は
、
樋
口
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
性
犯
罪
規
定
」
前
掲
性
犯
罪
規
定
九
一
頁

以
下
、
川
崎
克
己
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
盗
撮
の
刑
事
規
制
」
同
一
七
三
頁
以
下
、
樋
口
「
本
書
解
題
」
ｌ
ｖ
ｉ
以
下
、
ｌ
ｘ
以
下
、
ｌ
ｘ

ｘ
ｘ
以
下
、
ｘ
ｃ
ｖ
以
下
、
ｃ
ｉ
以
下
、
ｃ
ｘ
ｖ
ｉ
頁
、
同
「
英
米
法
圏
解
題
」
七
、
一
三
以
下
、
一
六
以
下
、
一
八
頁
参
照
。

（
30
）
そ
の
後
の
同
旨
判
例
と
し
て
、
大
二
刑
判
大
正
一
四
年
一
二
月
一
日
集
四
巻
七
四
三
頁
が
あ
る
。
な
お
、
神
戸
地
判
平
成
一
六
年
六
月
二
八
日
判

例
秘
書
L05950301
三
頁
以
下
、
福
岡
高
宮
崎
支
判
同
二
九
年
二
月
二
三
日
集
七
二
巻
二
号
二
五
八
〔
二
九
一
、
二
九
三
〕
頁
、
大
阪
地
判
同
年
六

月
八
日
判
例
秘
書
L07250749
一
〔
三
〕
頁
以
下
も
参
照
。

（
31
）
こ
れ
に
対
し
、
山
中
敬
一
『
刑
法
各
論
［
第
3
版
］』（
平
成
二
七
年
）
一
六
五
頁
以
下
は
、「
反
抗
を
著
し
く
困
難
に
す
る
程
度
の
暴
行
と
、
不
意

を
つ
か
れ
た
た
め
に
被
害
者
が
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
暴
行
と
は
類
型
的
に
異
な
る
。」
と
の
観
点
か
ら
、
準
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
成
立
が
認
め
ら

れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
（
同
旨
、
松
原
・
前
掲
注
（
25
）
各
論
九
四
頁
）
が
、
後
者
の
よ
う
な
類
型
は
い
ず
れ
か
と
い
う
と
一
七
六
条
の
範
疇
内
で
は

あ
る
ま
い
か
。
直
接
的
な
有
形
力
す
な
わ
ち
「
暴
行
」
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
本
件
㋐
の
事
例
も
一
七
八
条
適
用
と
い

う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
い
が
、
そ
の
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
の
ド
イ
ツ
刑
法
の
規
定
に
つ
き
、
岡
上
・
前
掲

注
（
29
）
日
髙
古
稀
一
七
一
、
一
七
五
頁
参
照
。

（
32
）
秋
山
哲
治
「
刑
法
に
お
け
る
脅
迫
の
概
念

五
強
制
猥
褻
罪
（
刑
一
七
六
）
に
お
け
る
脅
迫
の
概
念
」
小
野
ほ
か
編
集
代
表
、
佐
伯
ほ
か
編
『
総
合
判
例

研
究
叢
書
刑
法
⒆
』（
昭
和
三
八
年
）
九
八
頁
参
照
。

（
33
）
秋
山
・
前
掲
注
（
32
）
総
判
九
八
頁
。

（
34
）
最
三
小
決
昭
和
四
四
年
七
月
二
五
日
集
二
三
巻
八
号
一
〇
六
八
〔
一
〇
六
九
〕
頁
参
照
。
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（
35
）
海
老
原
震
一
「
判
批
」
財
団
法
人
法
曹
会
編
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
昭
和
四
十
四
年
度
』（
昭
和
四
五
年
一
刷
、
同
五
一
年
五
刷
）
二
九

五
頁
以
下
、
西
田
典
之
「
判
批
」
刑
事
判
例
研
究
会
編
『
刑
事
判
例
評
釈
集
第
三
十
一
巻

昭
和
四
十
四
年
度
』（
昭
和
五
九
年
）
一
五
〇
頁
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
一

三
歳
未
満
の
者
の
承
諾
の
有
無
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
、
犯
罪
の
成
立
の
側
面
に
お
い
て
承
諾
の
有
無
は
問
題
と
な
ら
な
い
の
み
な
ら
ず
、
量
刑
の

側
面
に
お
い
て
も
、
他
の
事
由
に
よ
っ
て
量
定
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
し
か
し
て
、
一
審
が
被
害
者
の
承
諾
が
な
か
っ
た
こ
と
を
加
重
事
由
に
し

て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
事
由
を
除
外
し
て
も
一
審
の
宣
告
刑
が
重
過
ぎ
て
不
当
で
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
け
れ
ば
、
一
審
の
宣
告
刑
を
維
持
し
て

も
か
ま
わ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
（
福
岡
高
判
平
成
二
八
年
五
月
二
六
日
判
例
秘
書
L07120311
一
〔
二
〕
頁
参
照
。
反
対
、
野
村
健
太
郎
「
判
批
」

愛
知
学
院
論
叢
法
学
研
究
五
九
巻
一
・
二
号
（
平
成
三
〇
年
）
一
一
六
頁
〔
同
『
量
刑
へ
の
思
考
枠
組
み
』（
令
和
二
年
）
一
八
四
頁
所
収
〕）。

（
36
）
福
田
平
『
全
訂
刑
法
各
論
〔
第
三
版
〕』（
平
成
八
年
）
一
八
三
頁
参
照
。
な
お
、「
挙
動
（
態
度
）
に
よ
る
脅
迫
」（
橋
爪
隆
「
刑
法
各
論
の
悩
み

ど
こ
ろ

第
四
回
強
盗
罪
の
構
造
に
つ
い
て
」
法
学
教
室
四
三
〇
号
（
平
成
二
八
年
）
七
一
頁
参
照
）
を
認
め
た
事
例
と
し
て
、
名
古
屋
地
判
平
成

二
八
年
四
月
二
五
日
判
例
秘
書
L071502431
一
〔
二
〕
頁
が
あ
る
。

（
37
）
条
例
・
条
文
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
。
事
例
と
し
て
は
、
東
京
高
判
平
成
一
三
年
八
月
三
〇
日
判
時
一
七
七
三
号
一
五
七
頁
、
大
阪
地
判

同
二
五
年
六
月
二
一
日
判
例
秘
書
L06850405
一
〔
三
、
六
以
下
〕
頁
参
照
。
昭
和
三
八
年
埼
玉
県
条
例
第
三
八
号
と
の
包
括
一
罪
の
事
例
と
し
て
、

東
京
高
判
同
一
三
年
二
月
二
三
日
東
時
五
二
巻
一
＝
一
二
号
九
頁
、
東
京
高
判
同
一
九
年
三
月
一
四
日
判
例
秘
書
L06220950
一
頁
が
あ
る
。
こ
の

ほ
か
、
最
二
小
決
同
一
七
年
九
月
二
七
日
集
五
九
巻
七
号
七
五
三
頁
、
福
岡
高
判
同
二
二
年
九
月
二
四
日
判
例
秘
書
L06520920
一
頁
、
大
阪
地
判

令
和
一
年
一
〇
月
一
〇
日
同
L07451587
一
頁
、
最
一
小
判
同
二
年
一
〇
月
一
日
集
七
四
巻
七
号
七
二
一
頁
、
神
戸
地
判
同
年
一
〇
月
一
二
日
判
例

秘
書
L07551000
一
〔
二
、
四
、
五
〕
頁
も
参
照
。

（
38
）
例
え
ば
、
名
古
屋
高
判
平
成
一
五
年
六
月
二
日
判
時
一
八
三
四
号
一
六
一
頁
、
最
一
小
決
同
二
三
年
九
月
一
四
日
集
六
五
巻
六
号
九
四
九
頁
参
照
。

一
般
論
的
に
は
、
田
島
浩
「
刑
事
弁
護
レ
ポ
ー
ト

チ
カ
ン
無
罪
事
件
相
次
ぐ
チ
カ
ン
事
件
無
罪
判
決
の
特
徴
」
季
刊
刑
事
弁
護
24
号
（
平
成
一
二
年
）

九
六
頁
、
森
下
弘
「（
特
集
）
性
犯
罪
弁
護
に
挑
む

性
犯
罪
事
件
の
実
務
上
の
問
題
点
」
同
35
号
（
同
一
五
年
）
三
九
頁
右
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、

よ
り
軽
微
な
類
型
と
し
て
は
、
最
三
小
決
同
二
〇
年
一
一
月
一
〇
日
集
六
二
巻
一
〇
号
二
八
五
三
頁
参
照
（
な
お
、
こ
の
点
、
朝
日
新
聞
二
〇
二
一

年
九
月
二
二
日
東
京
本
社
版
朝
刊
一
四
版
三
三
面
も
参
照
）。

（
39
）
な
お
、
最
一
小
決
平
成
二
〇
年
一
月
二
二
日
集
六
二
巻
一
号
一
頁
で
は
、
強
制
わ
い
せ
つ
致
傷
罪
の
前
提
と
し
て
準
強
制
わ
い
せ
つ
行
為
が
問
題

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
津
地
判
同
四
年
一
二
月
一
四
日
判
タ
八
二
二
号
二
八
一
頁
は
、
被
害
者
は
睡
眠
剤
（
ハ
ル
シ
オ
ン
）

を
服
用
し
、
そ
の
効
果
に
よ
っ
て
客
観
的
に
は
抵
抗
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
状
態
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
被
告
人
の
本
件
暴
行
に
よ
り
「
被

害
者
の
反
抗
抑
圧
の
状
態
を
ま
す
ま
す
増
大
せ
し
め
た
」
と
し
て
、「
強
姦
（
既
遂
）
致
傷
罪
」
の
成
立
を
認
め
た
（
二
八
二
頁
四
段
）。
被
告
人
の
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本
件
「
暴
行
」
に
よ
る
「
致
傷
」
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
理
解
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
反
対
、
前
田
・
前

掲
注
（
29
）
各
論
一
〇
八
頁
、
注
32)
）。「
暴
行
」
に
よ
っ
て
「
強
姦
」
も
よ
り
し
易
く
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
も
あ
ろ
う
。

（
40
）
本
件
の
よ
う
な
事
例
は
、
現
在
は
「
強
制
性
交
等
罪
」
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
後
掲
注
（
63
）
参
照
）。
こ
の
ほ
か
、
最
三
小
判
令
和
二
年

三
月
一
〇
日
集
七
四
巻
三
号
三
〇
三
頁
（
上
田
正
基
「
判
批
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
67
号
（
令
和
三
年
）
一
四
〇
頁
）
も
参
照
。

（
41
）
谷
脇
・
前
掲
注
（
29
）
桐
蔭
法
学
九
五
頁
、
橋
爪
隆
「
判
批
」
松
尾
浩
也
ほ
か
編
著
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
［
第
四
版
］
N
o.143」

（
平
成
九
年
）
三
〇
頁
三
段
、
三
一
頁
四
段
の
ほ
か
、
内
田
文
昭
『
現
代
法
律
学
講
座
26

改
訂
刑
法
Ⅰ
（
総
論
）
〔補正版〕
』（
同
年
）
一
一
五
頁
、
同
『
刑

法
概
要
上
巻
〔
基
礎
理
論
・

犯
罪
論

⑴
〕』（
同
七
年
）
二
一
六
頁
も
参
照
。

（
42
）
な
お
、
日
髙
義
博
・
曽
根
威
彦
「
第
一
章
人
格
的
法
益
に
対
す
る
罪

⨖
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
お
け
る
主
観
的
要
件

Ⅰ
問
題
提
起
と
自
説
の
展

開

Ⅱ
不
要
説
か
ら
の
反
論
と
批
判
」
植
松
正
ほ
か
『
現
代
刑
法
論
争
Ⅱ
〔
第
二
版
〕』（
平
成
九
年
）
六
九
、
七
〇
、
七
四
、
七
七
、
七
八
、
七
九
頁
、

平
野
龍
一
「
三
五

強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
わ
い
せ
つ
の
意
思
」（
昭
和
四
六
年
）
同
『
犯
罪
論
の
諸
問
題
(下)
各
論

刑
事
法
研
究
第
2
巻
Ⅱ
』（
同
五

七
年
）
三
〇
九
頁
、
川
端
博
「〔
各
論
〕
個
人
的
法
益
に
対
す
る
罪
〔
自
由
に
対
す
る
罪
〕
⩃
強
制
猥
褻
罪

性
的
に
未
熟
な
女
児
に
対
す
る
強
制
猥

褻
罪
の
成
否
」
同
『
刑
法
判
例
演
習
教
室
』（
平
成
七
年
）
一
三
二
頁
以
下
参
照
。

（
43
）
そ
の
後
の
事
例
と
し
て
、
福
岡
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
三
一
日
判
例
秘
書
L07351135
一
〔
七
〕
頁
・
福
岡
高
判
同
三
一
年
三
月
一
五
日
同

L07420156
一
〔
七
〕
頁
も
参
照
。

（
44
）
こ
の
点
、
馬
渡
香
津
子
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
一
七
号
（
平
成
三
〇
年
）
八
八
頁
、
橋
爪
隆
「
判
例
講
座
・
刑
法
各
論

第
５
回
性
犯
罪
に
つ
い

て
⑴
」
警
察
学
論
集
七
三
巻
三
号
（
令
和
二
年
）
一
四
二
頁
以
下
、
佐
伯
仁
志
「
●
特
集
●
時
を
か
け
る
判
例
1956
～
2021
年
【
刑
法
】
強
制
わ
い
せ
つ

罪
に
お
け
る
性
的
意
図
の
要
否
を
巡
る
判
例
の
変
更
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
八
〇
〇
号
（
同
三
年
）
三
八
頁
も
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
成
瀬
幸
典
「
強
制

わ
い
せ
つ
罪
に
関
す
る
一
考
察
（
上
）
―
そ
の
主
観
的
要
件
を
中
心
に
―
」
東
北
大
学
法
學
八
〇
巻
五
号
（
平
成
二
八
年
）
一
八
頁
も
参
照
。

（
45
）
木
村
・
前
掲
注
（
29
）
裁
判
員
裁
判
四
八
七
頁
注
⑷
参
照
。
条
例
・
条
文
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
た
が
、
一
覧
表
と
し
て
は
、
鎮
目
征
樹
「
児

童
に
対
す
る
性
犯
罪
処
罰
規
定
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」
前
掲
注
（
27
）
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
四
八
頁
以
下
参
照
。

（
46
）
佐
伯
仁
志
ほ
か
編
集
代
表
『
六
法
全
書
令
和
3
年
版
Ⅱ
』
三
三
一
七
頁
三
段
に
よ
る
。

（
47
）
性
犯
罪
の
罰
則
に
関
す
る
検
討
会
・
前
掲
注
（
27
）
報
告
書
三
〇
頁
、
前
田
・
前
掲
注
（
29
）
各
論
九
五
頁
。
さ
ら
に
、
木
村
光
江
「
刑
法
各
論

の
新
展
開
第
３
講

性
的
自
由
に
対
す
る
罪
と
被
害
者
の
同
意
」
現
代
刑
事
法
五
五
号
（
平
成
一
五
年
）
九
六
頁
右
以
下
、
齊
藤
豊
治
「
第
二
部
性

と
暴
力
を
め
ぐ
る
法
と
政
策

第
3
章
性
暴
力
・
性
犯
罪
に
関
す
る
法
と
政
策

Ⅰ
性
暴
力
犯
罪
の
保
護
法
益
」
同
ほ
か
編
著

『
東
北
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
・
政
策
研
究
叢
書
⬧

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
イ
と
法
』（
同
一
八
年
）
二
三
一
頁
以
下
、
辰
井
聡
子
「
19
「
自
由
に
対
す
る
罪
」
の
保
護
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法
益
―
人
格
に
対
す
る
罪
と
し
て
の
再
構
成
」
岩
瀬
ほ
か
編
集
代
表
・
前
掲
注
（
29
）
町
野
古
稀
四
二
四
頁
以
下
、
同
「
刑
法
に
お
け
る
人
の
「
尊
厳
」

―
価
値
を
論
じ
る
た
め
に
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
四
八
号
（
同
二
九
年
）
二
五
頁
右
以
下
も
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
佐
藤
陽
子
「
特
集
新
時
代
の
刑
法

Ⅳ
性
犯
罪
」
法
学
教
室
四
一
八
号
（
同
二
七
年
）
二
三
頁
右
。

（
48
）
こ
の
点
、
礒
邊
衛
「
強
姦
の
成
否
」
小
林
充
ほ
か
編
『
刑
事
事
実
認
定
（下）
―
裁
判
例
の
総
合
的
研
究
―
』（
平
成
四
年
一
刷
、
同
一
四
年
一
一
刷
）

一
四
〇
頁
、
辰
井
・
前
掲
注
（
29
）
町
野
古
稀
四
一
九
頁
以
下
、
斎
藤
信
治
『
刑
法
各
論
［
第
四
版
］』（
同
二
六
年
）
五
三
頁
、
小
宮
友
根
「
Ⅱ
部

法
的
実
践
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

第
5
章
強
姦
罪
に
お
け
る
性
的
自
由
」
同
『
実
践
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
法
シ
ス
テ
ム
の
社
会
学
的
記
述
』（
同
二

三
年
）
二
〇
六
頁
、
向
井
翔
「
判
批
」
研
修
八
六
九
号
（
令
和
二
年
）
四
〇
頁
参
照
。

（
49
）
こ
の
ほ
か
、
長
野
地
判
令
和
一
年
八
月
二
八
日
判
例
秘
書
L07451645
一
〔
四
〕
頁
・
東
京
高
判
同
二
年
一
月
一
四
日
判
タ
一
四
八
一
号
七
九
〔
八

三
以
下
〕
頁
、
宮
崎
地
判
同
年
二
月
三
日
判
例
秘
書
L07550184
一
〔
四
〕
頁
も
参
照
。

（
50
）
同
種
事
例
と
し
て
、
東
京
高
判
平
成
二
七
年
三
月
六
日
判
例
秘
書
L07020076
一
〔
五
〕
頁
、
東
京
地
判
令
和
二
年
二
月
二
六
日
同
L07530053

一〔
二
以
下
、一
一
以
下
、一
三
〕頁
が
あ
る
。
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
事
例
で
は
あ
る
が
、東
京
地
判
平
成
二
八
年
三
月
一
八
日
同
L07130059
一〔
七
、

一
〇
以
下
〕
頁
も
参
照
。

（
51
）
実
際
の
裁
判
に
お
い
て
も
、
強
姦
罪
に
つ
い
て
五
年
を
越
え
る
懲
役
と
さ
れ
た
事
件
の
割
合
が
、
強
盗
罪
及
び
現
住
建
造
物
等
放
火
罪
に
つ
い
て

五
年
を
越
え
る
懲
役
と
さ
れ
た
事
件
の
割
合
よ
り
高
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
性
犯
罪
の
罰
則
に
関
す
る
検
討
会
・
前
掲
注
（
27
）
報
告
書
三

〇
以
下
、
三
一
頁
以
下
、
法
制
審
議
会
刑
事
法
（
性
犯
罪
関
係
）
部
会
第
1
回
会
議
議
事
録
（
平
成
二
七
年
一
一
月
二
日
。
http://w
w
w
.m
oj.go.

jp/shingi1/shingikai_soukai.htm
l）
七
頁
〔
加
藤
俊
治
幹
事
・
法
務
省
刑
事
局
刑
事
法
制
管
理
官
〕、
同
第
2
回
（
同
二
七
年
一
一
月
二
七
日
）
三
・

二
七
頁
〔
中
村
幹
事
〕、
二
六
頁
〔
橋
爪
隆
幹
事
・
東
京
大
学
教
授
〕、
衆
議
院
法
務
委
員
会
・
前
掲
注
（
27
）
刑
法
改
正
法
案
０
１
３
〔
林
政
府
参

考
人
・
刑
事
局
長
〕、
参
議
院
法
務
委
員
会
・
前
掲
注
（
27
）
刑
法
改
正
法
案
０
８
１
〔
同
〕、
岡
田
志
乃
布
「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ

い
て
」
警
察
学
論
集
七
〇
巻
一
〇
号
（
同
二
九
年
）
八
六
頁
注
➹
、
加
藤
俊
治
「
性
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
改
正
の
概
要
」
法
律
の
ひ
ろ
ば

七
〇
巻
八
号
（
同
年
）
五
六
頁
下
段
、
橋
爪
隆
・
前
掲
注
（
44
）
警
察
学
論
集
一
四
八
頁
、
同
「
◆
特
集
◆
性
犯
罪
対
策
の
歩
み
と
展
望
■
性
犯
罪

に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
改
正
に
つ
い
て
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
七
〇
巻
一
一
号
（
同
年
）
六
頁
下
段
、
樋
口
亮
介
「
性
犯
罪
規
定
の
改
正
」
法
律
時
報

八
九
巻
一
一
号
（
同
年
）
一
一
三
頁
参
照
）。
な
お
、
萩
原
玉
味
「
強
姦
事
件
の
量
刑
」
前
掲
注
（
38
）
刑
事
弁
護
35
号
六
一
頁
左
も
参
照
。

（
52
）
こ
の
点
、
林
・
前
掲
注
（
27
）
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
頁
二
段
、
島
岡
ま
な
「
特
集
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
刑
事
法

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
現
行
刑
法
典
」
現

代
刑
事
法
四
七
号
（
平
成
一
五
年
）
一
四
頁
以
下
、
加
藤
俊
治
「
性
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
の
一
部
改
正
に
関
す
る
法
制
審
議
会
の
答
申
」

法
律
の
ひ
ろ
ば
六
九
巻
一
〇
号
（
同
二
八
年
）
五
三
頁
中
段
、
北
川
佳
世
子
「
新
法
解
説

性
犯
罪
の
罰
則
に
関
す
る
刑
法
改
正
」
法
学
教
室
四
四
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五
号
（
同
二
九
年
）
六
四
頁
右
、
今
井
將
人
「「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
概
要
」
研
修
八
三
〇
号
（
同
年
）
四
一
頁
、
田
尻
野
猛
「
判
批
」

論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
三
号
（
同
年
）
一
一
四
頁
左
、
宮
田
桂
子
「
性
犯
罪
法
改
正
に
関
す
る
備
忘
録
―
改
正
の
議
論
に
参
加
し
て
」
駒
澤
法
曹
一
六

号
（
令
和
二
年
）
二
〇
一
頁
、
嘉
門
優
ほ
か
「
性
犯
罪
を
め
ぐ
る
議
論
状
況
」
前
掲
注
（
27
）
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
頁
左
の
ほ
か
、
内
田
博
文
「
特

集
■
こ
れ
か
ら
の
刑
事
法
を
ど
う
す
る

強
姦
罪
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
〇
二
号
（
平
成
八
年
）
三
一
頁
、
田
中
亜
紀
子
「
性
犯

罪
規
定
改
正
に
向
け
て
の
一
考
察
」
三
重
大
学
法
経
論
叢
三
四
巻
二
号
（
同
二
九
年
）
一
二
頁
左
も
参
照
。
も
っ
と
も
、
理
念
的
に
は
「
両
性
の
性

的
自
由
」
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
と
の
趣
旨
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
53
）
曽
根
威
彦
『
法
律
学
講
義
シ
リ
ー
ズ

刑
法
各
論
［
第
五
版
］』（
平
成
二
四
年
）
六
八
頁
参
照
。
な
お
、
こ
の
点
、
嶋
矢
貴
之
「
現
行
刑
法
下
戦

前
期
に
お
け
る
性
犯
罪
規
定
の
立
法
・
判
例
・
解
釈
論
」
山
口
厚
ほ
か
編
著
『
西
田
典
之
先
生
献
呈
論
文
集
』（
同
二
九
年
）
二
九
九
頁
も
参
照
。

（
54
）
こ
の
点
、
前
掲
注
（
32
）（
33
）
の
ほ
か
、
泉
二
新
熊
『
日
本
刑
法
論
各
論
』（
明
治
四
一
年
初
版
、
昭
和
六
年
四
二
版
）
四
〇
二
頁
、
曲
田
統
「
強

制
わ
い
せ
つ
罪
・
強
姦
罪
に
お
け
る
暴
行
脅
迫
に
つ
い
て
」
井
田
良
ほ
か
編
著
『
川
端
博
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
［
下
巻
］』（
平
成
二
六
年
）
二
六
頁
、

深
町
晋
也
「
特
集
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
は
じ
め
る
法
学
入
門

Ⅵ
性
犯
罪
に
お
け
る
暴
行
・
脅
迫
の
程
度
」
法
学
教
室
四
二
七
号
（
同
二
八
年
）
三
九
頁

右
参
照
。
な
お
、
こ
の
点
、
北
川
佳
世
子
「
小
特
集
性
犯
罪
に
関
す
る
刑
法
の
一
部
改
正

強
制
性
交
等
の
罪
・
準
強
制
性
交
等
の
罪
」
法
律
時
報

九
〇
巻
四
号
（
同
三
〇
年
）
六
〇
頁
も
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
嘉
門
優
「
第
五
編
第
三
章

第
四
節
日
本
に
お
け
る
法
改
正
の
検
討
」（
同
二
九
年
）
同
・

前
掲
注
（
29
）
法
益
論
二
二
四
頁
は
、
恐
喝
罪
と
の
比
較
で
、
強
姦
罪
の
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
で
も
軽
く
は
な
い
旨
主
張
さ
れ
て
お
り
、
確
か
に

形
式
的
な
法
定
刑
の
比
較
で
は
そ
の
通
り
と
も
言
え
よ
う
が
、
強
姦
罪
が
格
上
げ
さ
れ
た
と
と
も
に
、
や
は
り
恐
喝
罪
と
強
盗
罪
の
違
い
も
明
確
に

し
つ
つ
、
量
定
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
来
よ
う
（
こ
の
点
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）
寺
崎
古
稀
の
ほ
か
、
橋
爪
・
前
掲
注
（
51
）

ひ
ろ
ば
七
、
一
四
頁
注
（
15
）
も
参
照
）。

（
55
）
関
哲
夫
「
第
09
講
性
的
自
由
に
対
す
る
罪

03
強
制
性
交
等
罪
（
177
条
）」
同
『
講
義

刑
法
各
論
』（
平
成
二
九
年
）
一
一
八
頁
参
照
。
こ
の
ほ
か
、

法
制
審
議
会
刑
事
法
部
会
・
前
掲
注
（
51
）
第
２
回
一
八
以
下
、
二
一
頁
〔
角
田
由
紀
子
委
員
・
第
二
東
京
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
〕
は
、
大
阪
地

判
平
成
二
〇
年
六
月
二
七
日
判
例
秘
書
L06350215
一
頁
の
無
罪
判
決
を
批
判
的
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
例
は
二
四
歳
の
被
告

人
が
一
四
歳
の
女
子
中
学
生
と
付
き
合
い
始
め
て
二
日
目
、
カ
ー
セ
ッ
ク
ス
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
女
子
中
学
生
は
あ
ら
か
じ
め
風
呂
に
入
り
、

化
粧
を
し
た
り
し
て
準
備
を
し
て
お
り
、
過
度
な
性
交
渉
ま
で
は
望
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
被
告
人
の
強
引
な
性
交
渉
に
屈
し
た
形
に

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
四
歳
の
女
子
中
学
生
と
性
交
す
る
と
い
う
の
は
「
社
会
的
に
は
不
相
当
な
行
為
」
で
は
あ
る
が
、「
反
抗
を
著
し
く
困
難
に

す
る
暴
行
」
を
加
え
た
と
も
、「
強
姦
の
故
意
」
が
あ
っ
た
と
も
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た
（
六
頁
）。
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
得
る
こ
と
は
一
四

歳
と
は
い
え
十
分
予
測
可
能
で
あ
る
か
ら
し
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
ま
い
が
、
成
り
行
き
上
の
範
囲
内
で
「
強
姦
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
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と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
全
体
的
に
見
て
な
お
女
子
中
学
生
の
「
自
己
決
定
」
の
範
囲
内
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
他
の
法
令
で
捕
捉

で
き
る
場
合
は
、
柔
軟
に
訴
因
変
更
を
す
る
な
り
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
例
え
ば
、
静
岡
地
浜
松
支
判
令
和
二
年
七
月
一
〇
日
判
例
秘
書
L07550567

一
頁
参
照
）、
衆
議
院
法
務
委
員
会
・
前
掲
注
（
51
）
刑
法
改
正
法
案
０
９
５
・
０
９
７
・
０
９
９
〔
井
出
庸
生
理
事
〕、
０
９
６
・
０
９
８
・
２
７

８
〔
林
政
府
参
考
人
・
刑
事
局
長
〕、
１
５
４
・
１
５
６
・
１
５
８
・
１
６
４
・
１
６
８
〔
山
尾
志
桜
里
委
員
〕、
１
５
５
〔
金
田
勝
年
法
務
大
臣
〕、

１
５
７
・
１
６
７
・
１
６
９
〔
井
野
俊
郎
委
員
・
法
務
大
臣
政
務
官
〕、
２
７
７
・
２
７
９
・
２
８
１
〔
池
内
さ
お
り
委
員
〕、
島
岡
・
前
掲
注
（
29
）

日
髙
古
稀
一
二
八
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
佐
藤
・
前
掲
注
（
28
）
刑
雑
。

（
56
）
な
お
、
こ
の
点
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
・
前
掲
注
（
27
）
刑
法
改
正
法
案
０
６
０
・
１
６
２
〔
吉
田
宜
弘
委
員
〕、
１
６
１
〔
林
政
府
参
考
人
・
刑

事
局
長
〕、
１
５
８
〔
山
尾
委
員
〕
で
批
判
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
東
京
高
判
平
成
二
六
年
九
月
一
九
日
判
例
秘
書
L06920389
一
頁
は
原
判
決

を
破
棄
自
判
の
上
、
無
罪
を
言
い
渡
し
た
事
例
で
あ
る
が
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
強
姦
罪
の
暴
行
の
程
度
の
違
い
を
強
調
し
つ
つ
（
三
頁
）、
杓
子
定

規
に
適
用
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
を
選
ぶ
仕
事
を
し
て
い
る
な
ど
と
嘘
を
言
っ
て
一
五
歳
の
女
子
中
学
生
の
歓
心
を

買
っ
た
二
五
歳
の
被
告
人
が
、
缶
酎
ハ
イ
を
飲
ま
せ
る
な
ど
し
つ
つ
、
無
防
備
な
女
子
中
学
生
の
隙
を
突
い
て
遮
二
無
二
性
交
に
至
っ
た
も
の
の
よ

う
で
、
女
子
中
学
生
は
当
時
左
膝
の
靭
帯
を
負
傷
し
て
医
療
用
サ
ポ
ー
タ
ー
を
着
用
し
て
い
た
な
ど
の
事
情
も
あ
り
、「
抗
拒
不
能
」
と
の
判
断
が
妥

当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
佐
藤
・
前
掲
注
（
47
）
法
教
二
三
右
、
二
四
頁
右
、
深
町
・
前
掲
注
（
54
）
法
教
三
八
頁
以
下
、
前
掲
注
（
30
）
神
戸
地
判

平
成
一
六
年
六
月
二
八
日
、
大
阪
地
判
令
和
三
年
二
月
一
六
日
判
例
秘
書
L07656308
一
〔
二
、
一
一
以
下
、
一
四
、
一
七
〕
頁
参
照
。

（
57
）
日
髙
・
前
掲
注
（
42
）
現
代
刑
法
論
争
六
九
頁
以
下
参
照
。
こ
の
よ
う
な
理
解
が
包
蔵
す
る
意
義
に
つ
き
、
椎
名
規
子
「
性
的
自
由
と
性
暴
力
―

一
九
九
六
年
イ
タ
リ
ア
刑
法
典
強
姦
罪
規
定
の
改
正
を
と
お
し
て
―
」
専
修
総
合
科
学
研
究
六
号
（
平
成
一
〇
年
）
六
一
頁
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、

島
岡
ま
な
「［
第
22
章
］
わ
い
せ
つ
、
強
制
性
交
等
及
び
重
婚
の
罪

第
177
条
（
強
制
性
交
等
）
第
178
条
（
準
強
制
わ
い
せ
つ
及
び
準
強
制
性
交
等
）」

浅
田
和
茂
ほ
か
編
著
『
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー

新
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
【
第
2
版
】
平
成
29
年
の

法
改
正
に
対
応
』（
同
二
九
年
）
三
八
九
左
、
三
九
〇
頁
右
参
照
。

（
58
）
㋑
①
の
ほ
か
、
最
三
小
判
昭
和
二
七
年
二
月
一
八
日
集
六
巻
一
〇
号
一
二
〇
七
〔
一
二
〇
九
〕
頁
、
最
一
小
判
同
二
五
年
九
月
二
一
日
集
四
巻
九

号
一
七
三
五
〔
一
七
三
七
―
八
、
一
七
四
五
以
下
〕
頁
、
井
田
良
「
性
犯
罪
処
罰
規
定
に
お
け
る
暴
行
脅
迫
要
件
を
め
ぐ
っ
て
」
法
曹
時
報
七
二
巻

二
号
（
令
和
二
年
）
三
以
下
、
注
5
、
一
〇
、
一
八
頁
、
村
田
健
二
ほ
か
「
強
姦
罪
等
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
九
一
号
（
平
成
二
五
年
）
九
三
右
、

九
七
頁
左
、
注
26)
、
木
村
光
江
「
強
姦
罪
の
理
解
の
変
化
―
性
的
自
由
に
対
す
る
罪
と
す
る
こ
と
の
問
題
性
―
」
法
曹
時
報
五
五
巻
九
号
（
同
一
五
年
）

一
一
頁
、
松
宮
孝
明
「
性
犯
罪
に
お
け
る
構
成
要
件
論
的
弁
護
」
前
掲
注
（
38
）
刑
事
弁
護
35
号
四
三
左
、
四
四
頁
左
、
礒
部
・
前
掲
注
（
48
）
刑

事
事
実
認
定
一
二
一
頁
参
照
。

（
59
）
条
例
・
条
文
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
。
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（
60
）
こ
れ
に
対
し
、
最
二
小
判
平
成
二
三
年
七
月
二
五
日
判
時
二
一
三
二
号
一
三
四
頁
及
び
前
橋
地
高
崎
支
判
同
一
五
年
二
月
七
日
同
一
九
一
一
号
一

六
七
頁
は
、
や
は
り
援
助
交
際
が
ら
み
の
事
例
に
つ
き
、
結
局
「
無
罪
」
を
言
い
渡
し
た
。

（
61
）
例
え
ば
、
準
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
事
例
も
含
め
て
、
東
京
高
判
昭
和
三
一
年
九
月
一
七
日
高
集
九
巻
九
号
九
四
九
頁
、
岡
山
地
判
同
四
三
年
五
月

六
日
判
時
五
二
四
号
八
九
頁
、
名
古
屋
地
判
同
五
五
年
七
月
二
八
日
同
一
〇
〇
七
号
一
四
〇
頁
、
東
京
高
判
同
五
六
年
一
月
二
七
日
刑
月
一
三
巻
一

＝
二
号
五
〇
頁
（
飛
田
清
弘
「
判
批
」
警
察
学
論
集
三
四
巻
一
二
号
（
昭
和
五
六
年
）
一
四
六
頁
）、
東
京
地
判
同
六
二
年
四
月
一
五
日
判
時
一
三
〇

四
号
一
四
七
頁
、
東
京
高
判
平
成
一
一
年
九
月
二
七
日
東
時
五
〇
巻
一
＝
一
二
号
九
三
頁
、
東
京
高
判
同
一
五
年
九
月
二
七
日
同
五
四
巻
一
＝
二
号

六
七
頁
、
横
浜
地
判
同
一
六
年
九
月
一
四
日
判
タ
一
一
八
九
号
三
四
七
頁
、
最
三
小
決
同
二
六
年
七
月
二
八
日
判
例
秘
書
L06910131
一
頁
（
秋
田

地
判
同
二
五
年
二
月
二
〇
日
同
L06850797
一
頁
、
仙
台
高
秋
田
支
判
同
二
五
年
八
月
二
七
日
同
L06820840
一
頁
）、
横
浜
地
判
同
二
七
年
一
一
月

一
三
日
同
L07050621
一
頁
、
福
岡
高
那
覇
支
判
令
和
二
年
一
月
九
日
同
L07520083
一
〔
四
〕
頁
・
那
覇
地
判
同
一
年
六
月
二
八
日
同

L07450649
一
頁
、
佐
藤
陽
子
「
判
批
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
62
号
（
令
和
一
年
）
一
四
七
頁
以
下
、
な
ど
を
参
照
。

（
62
）
例
え
ば
、
東
京
地
判
昭
和
五
八
年
三
月
一
日
判
時
一
〇
九
六
号
一
四
五
頁
、
前
掲
注
（
61
）
横
浜
地
判
平
成
二
七
年
一
一
月
一
三
日
七
〔
一
〇
〕
頁
、

橋
爪
・
前
掲
注
（
44
）
警
察
学
論
集
一
五
三
頁
以
下
参
照
。
こ
の
ほ
か
、
刑
法
一
七
八
条
二
項
は
、「
暴
行
又
は
脅
迫
を
手
段
と
す
る
場
合
と
同
程
度

に
相
手
方
の
性
的
自
由
を
侵
害
し
た
場
合
に
限
」
る
と
の
観
点
か
ら
、「
抗
拒
不
能
」
性
を
否
定
し
た
事
例
と
し
て
、
名
古
屋
地
岡
崎
支
判
平
成
三
一

年
三
月
二
六
日
判
時
二
四
三
七
号
一
〇
〇
〔
一
〇
五
頁
一
段
、
一
〇
六
頁
三
段
〕
頁
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
名
古
屋
高
判
令
和
二
年
三
月
一
二
日
判

例
秘
書
L07520142
一
頁
に
よ
っ
て
破
棄
自
判
さ
れ
た
（
懲
役
一
〇
年
）。
一
審
が
打
ち
出
し
た
・「
心
理
的
抗
拒
不
能
」
に
つ
い
て
の
『
相
手
方
に

お
い
て
性
交
を
拒
否
す
る
な
ど
性
交
を
承
諾
・
認
容
す
る
以
外
の
行
為
を
期
待
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
心
理
状
態
に
あ
る
場
合
』
と
の
一
般
的

に
は
妥
当
な
定
義
に
対
す
る
、
一
審
の
具
体
的
当
て
は
め
の
た
め
の
判
断
過
程
に
は
論
理
則
、
経
験
則
等
に
照
ら
し
て
不
合
理
な
点
が
あ
る
と
の
理

由
に
よ
る
（
三
頁
以
下
）。

（
63
）
前
掲
❟
㋒
最
大
判
平
成
二
九
年
一
一
月
二
九
日
の
「
検
察
官
の
弁
論
要
旨
」
五
一
八
頁
、
加
藤
・
前
掲
注
（
52
）
ひ
ろ
ば
五
二
頁
以
下
、
今
井
・

前
掲
注
（
52
）
研
修
四
〇
頁
、
田
尻
野
・
前
掲
注
（
52
）
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
三
右
、
一
一
四
頁
、
田
中
・
前
掲
注
（
52
）
三
重
論
叢
二
二
頁
右
、
橋
爪
・

前
掲
注
（
51
）
ひ
ろ
ば
五
頁
以
下
、
加
藤
俊
治
「
性
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
の
「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
概
要
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル

53
号
（
平
成
二
九
年
）
七
六
頁
右
、
同
・
前
掲
注
（
51
）
ひ
ろ
ば
五
五
頁
、
松
田
哲
也
ほ
か
「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ
い
て
」
法
曹
時

報
六
九
巻
一
一
号
（
同
年
）
二
三
一
頁
、
岡
田
・
前
掲
注
（
51
）
警
察
学
論
集
六
九
頁
、
北
川
・
前
掲
注
（
54
）
法
時
五
八
頁
以
下
、
木
村
光
江
「
判

批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
平
成
29
年
度
重
要
判
例
解
説
（
同
三
〇
年
）
五
八
頁
右
、
同
「
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
お
け
る
「
性
的
意
図
」」
高
橋
ほ
か
編
・

前
掲
注
（
29
）
日
髙
古
稀
一
一
五
頁
以
下
、
佐
久
間
修
「
い
わ
ゆ
る
性
犯
罪
と
性
暴
力
の
罪
」
同
七
九
頁
以
下
、
嘉
門
優
「
強
制
わ
い
せ
つ
と
痴
漢
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行
為
と
の
区
別
に
つ
い
て
」
季
刊
刑
事
弁
護
93
号
（
同
年
）
一
四
八
頁
右
、
同
「
第
五
編

第
四
章
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
お
け
る
わ
い
せ
つ
概
念
に

つ
い
て
」
同
・
前
掲
注
（
29
）
法
益
論
二
五
五
、
二
五
七
頁
以
下
、
三
島
聡
「
特
集
2
性
犯
罪
規
定
の
改
正
と
刑
事
弁
護
へ
の
影
響

性
犯
罪
に
関

す
る
二
〇
一
七
年
刑
法
改
正

強
制
性
交
等
罪
と
監
護
者
わ
い
せ
つ
・
性
交
等
罪
を
め
ぐ
っ
て
」
季
刊
刑
事
弁
護
94
号
（
同
年
）
六
〇
頁
、
和
田
俊

憲
「
判
批
」
佐
伯
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
14
）
百
選
三
一
頁
左
、
牧
野
雅
子
『
増
補
刑
事
司
法
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』（
令
和
二
年
）
二
〇
八
頁
以
下
参
照
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
「
性
犯
罪
の
罰
則
整
備
に
関
す
る
意
見
書
｣
(二
〇
一
六
(平
成
二
八
)
年
九
月
一
五
日
。
https://w
w
w
.nichi-

benren.or.jp/docum
ent/opini-on/year/2016/160915_4.htm
l一
、
二
頁
）
は
、「
現
行
刑
法
第
一
七
七
条
の
「
姦
淫
」
に
該
当
す
る
以
外
の

行
為
類
型
（
肛
門
性
交
及
び
口
腔
性
交
）
に
つ
い
て
、
法
定
刑
の
下
限
を
懲
役
五
年
と
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
現
行
刑
法
第
一
七
七
条
と
同
様
に
懲

役
二
年
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。」
等
と
主
張
し
た
。
三
島
・
前
掲
六
三
頁
左
も
参
照
。

（
64
）
大
谷
實
『
刑
法
講
義
総
論
新
版
第
5
版
』（
平
成
三
一
年
）
二
五
一
頁
参
照
。

（
65
）
前
掲
注
（
58
）
参
照
。

（
66
）
最
大
判
昭
和
二
八
年
六
月
二
四
日
集
七
巻
六
号
一
三
六
六
〔
一
三
六
七
〕
頁
参
照
。

（
67
）
前
田
編
集
代
表
・
前
掲
注
（
29
）
条
解
一
一
二
頁
➷
❞
⒜
参
照
。

（
68
）
高
橋
則
夫
『
刑
法
総
論
第4版
』（
平
成
三
〇
年
）
三
二
六
頁
、
西
田
典
之
〔
橋
爪
隆
補
訂
〕『
刑
法
総
論
第
三
版

法
律
学
講
座
双
書
』（
同
三
一
年
）

二
〇
〇
頁
も
参
照
。
も
っ
と
も
、
後
者
の
第
二
版
（
同
二
二
年
）
一
八
八
頁
は
、「
強
姦
（
姦
淫
）」
と
い
う
条
文
上
の
文
言
と
の
関
係
で
、
構
成
要

件
該
当
性
の
阻
却
を
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
も
あ
る
。

（
69
）
性
犯
罪
の
罰
則
に
関
す
る
検
討
会
・
前
掲
注
（
27
）
報
告
書
四
、
一
五
頁
、
法
制
審
議
会
刑
事
法
部
会
・
前
掲
注
（
51
）
第
2
回
六
頁
以
下
〔
北

川
佳
世
子
委
員
・
早
稲
田
大
学
教
授
〕、
八
・
一
一
以
下
・
一
四
以
下
・
二
八
頁
以
下
〔
宮
田
桂
子
委
員
・
第
一
東
京
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
〕、
参

議
院
法
務
委
員
会
・
前
揭
注
（
27
）
刑
法
改
正
法
案
０
７
９
〔
林
政
府
参
考
人
・
刑
事
局
長
〕、
０
８
４
〔
佐
々
木
さ
や
か
理
事
〕、
浅
田
和
茂
「〈
特
集
〉

性
犯
罪
規
定
の
改
正

性
犯
罪
規
定
改
正
案
に
至
る
経
緯
と
当
面
の
私
見
―
本
特
集
の
趣
旨
―
」
犯
罪
と
刑
罰
26
号
（
平
成
二
九
年
）
六
頁
参
照
。

（
70
）
性
犯
罪
の
罰
則
に
関
す
る
検
討
会
・
前
掲
注
（
27
）
報
告
書
一
四
以
下
、
一
六
頁
、
法
制
審
議
会
刑
事
法
部
会
・
前
掲
注
（
51
）
第
1
回
七
頁
〔
加

藤
幹
事
・
刑
事
法
制
管
理
官
〕、
第
2
回
二
頁
〔
中
村
幹
事
〕、
七
・
一
〇
頁
〔
角
田
委
員
・
弁
護
士
〕、
八
頁
以
下
〔
井
田
良
委
員
・
中
央
大
学
教
授
〕、

九
以
下
・
一
三
頁
〔
小
西
聖
子
委
員
・
武
蔵
野
大
学
教
授
〕、
一
一
・
一
五
頁
〔
今
井
猛
嘉
委
員
・
法
政
大
学
教
授
〕、
一
二
頁
〔
橋
爪
幹
事
・
東
大

教
授
〕、
一
三
頁
以
下
〔
森
悦
子
委
員
・
最
高
検
察
庁
検
事
〕、
六
・
一
四
頁
〔
齋
藤
梓
幹
事
・
目
白
大
学
専
任
講
師
・
臨
床
心
理
士
〕（
堀
田
・
前
掲

注
（
26
）
捜
査
研
究
四
頁
注
➹
参
照
）、
一
六
頁
〔
池
田
公
博
幹
事
・
神
戸
大
学
教
授
〕、
第
4
回
（
平
成
二
八
年
一
月
二
〇
日
）
七
頁
〔
橋
爪
幹
事
・

東
大
教
授
〕〔
小
西
委
員
・
武
蔵
野
大
教
授
〕、
七
頁
以
下
〔
角
田
委
員
・
弁
護
士
〕、
八
頁
〔
井
田
委
員
・
中
央
大
教
授
〕、
第
6
回
（
同
年
五
月
二
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五
日
）
四
頁
〔
山
本
潤
参
考
人
・
看
護
師
〕、
衆
議
院
法
務
委
員
会
・
前
掲
注
（
27
）
刑
法
改
正
法
案
０
５
０
・
０
５
２
〔
今
野
智
博
理
事
〕、
０
５

１
〔
林
政
府
参
考
人
・
刑
事
局
長
〕、
２
８
８
〔
盛
山
正
仁
法
務
副
大
臣
〕、
内
海
朋
子
「
日
本
に
お
け
る
性
犯
罪
処
罰
規
定
の
問
題
点
―
ド
イ
ツ
・

ス
イ
ス
に
お
け
る
性
刑
法
の
改
正
を
参
考
に
」
亜
細
亜
法
学
38
巻
2
号
（
平
成
一
六
年
）
六
五
頁
以
下
、
椎
名
・
前
掲
注
（
57
）
専
修
総
合
六
〇
、

七
〇
頁
、
上
村
貞
美
「
第
一
章
強
姦
罪

二
欧
米
に
お
け
る
強
姦
罪
改
正
の
動
向
」（
昭
和
六
三
年
）
同
『
性
的
自
由
と
法
』（
平
成
一
六
年
）
八
頁
、

金
城
清
子
「
各
論
第
三
部
女
性
と
私
的
領
域

第
2
章
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

第
3
節
レ
イ
プ

Ⅰ
強
姦
罪
・
強
制
猥
褻
罪
の
再
構
成
」
同
『
Fem
inism

Legal

Studies

法
女
性
学
そ
の
構
築
と

課
題

[第2版]
』（
平
成
八
年
一
刷
、
同
九
年
二
刷
〉
二
七
一
頁
以
下
、
葛
原
力
三
「
性
刑
法
の
改
正
に
つ
い
て
」
關
西
大
學
法
學
論
集
七

〇
巻
二
㿌
三
号
（
令
和
二
年
）
一
二
九
以
下
、
一
四
四
以
下
、
一
六
四
頁
参
照
。

（
71
）
亀
山
継
夫
＝
河
村
博
「
第
2
編
罪

第
22
章
わ
い
せ
つ
、
姦
淫
か
ん
い
ん

及
び
重
婚
の
罪

第
177
条
（
強
姦か
ん

）
Ⅱ
構
成
要
件

3
被
害
者
の
承
諾
」
大
塚
仁

ほ
か
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
第三版
第
9
巻
〈
第
174
条
～
第
192
条
〉』（
平
成
二
五
年
）
七
七
頁
欄
外
注
27
参
照
。
同
旨
、
大
谷
實
『
刑
法
講
義
各

論
新
版
第
4
版
補
訂
版
』（
同
二
七
年
）
一
一
六
頁
以
下
。

（
72
）
村
田
ほ
か
・
前
掲
注
（
58
）
判
タ
九
三
頁
注
21)
参
照
。

（
73
）
井
田
・
前
掲
注
（
58
）
曹
時
参
照
。

（
74
）
深
町
晋
也
「
児
童
に
対
す
る
性
犯
罪
に
つ
い
て
」
山
口
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
53
）
西
田
献
呈
三
〇
七
頁
参
照
。
な
お
、
一
三
歳
の
児
童
と
の
性

交
に
つ
き
、
児
童
福
祉
法
三
四
条
一
項
六
号
・
六
〇
条
一
項
を
適
用
し
た
事
例
と
し
て
、
福
岡
地
判
平
成
二
三
年
三
月
一
七
日
判
例
秘
書

L06650200
一
〔
二
、
四
、
五
〕
頁
・
福
岡
高
判
同
二
三
年
九
月
二
八
日
同
L06620464
一
〔
三
、
六
〕
頁
が
あ
り
、
二
八
歳
の
高
校
常
勤
講
師
と

同
校
一
六
歳
女
子
高
生
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
最
一
小
決
平
成
二
八
年
六
月
二
一
日
集
七
〇
巻
五
号
三
六
九
頁
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
福
岡
県

青
少
年
健
全
育
成
条
例
違
反
罪
の
方
を
認
め
た
事
例
と
し
て
、
福
岡
地
判
令
和
二
年
六
月
二
二
日
判
例
秘
書
L07550543
一
頁
が
あ
る
。

（
75
）
前
掲
注
（
27
）
参
照
。

（
76
）
齋
藤
実
「
強
制
性
交
等
罪
に
お
け
る
暴
行
・
脅
迫
要
件
に
つ
い
て
―
北
欧
の
性
犯
罪
規
定
と
の
比
較
検
討
―
」
獨
協
法
学
一
一
二
号
（
令
和
二
年
）

三
八
四
以
下
、
三
九
三
頁
以
下
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
イ
タ
リ
ア
の
立
法
動
向
な
ど
に
つ
い
て
は
、
椎
名
・
前
掲
注
（
57
）
専
修
総
合
五
六
以
下
、

七
一
頁
参
照
。

（
77
）
例
え
ば
、
最
一
小
決
平
成
二
八
年
一
月
一
四
日
判
例
秘
書
L07110131
一
頁
（
鹿
児
島
地
判
同
二
六
年
三
月
二
七
日
同
L06950099
一
〔
四
、
七
〕

頁
、
も
っ
と
も
、
福
岡
高
宮
崎
支
判
同
二
六
年
一
二
月
一
一
日
同
L06920607
一
〔
五
、
六
〕
頁
）、
平
川
宗
信
『
刑
法
各
論
』（
平
成
七
年
）
二
〇

一
頁
注
54)
、
池
本
壽
美
子
「
第
2
編
罪

第
22
章
わ
い
せ
つ
、
姦
淫
及
び
重
婚
の
罪

第
177
条
強
姦
」
川
端
博
ほ
か
編
『
裁
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

刑
法
第2巻
［
§
73
～
§
211
］』（
同
一
八
年
）
三
〇
一
頁
参
照
。
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（
78
）
小
松
正
富
「
判
批
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
一
号
（
昭
和
三
六
年
）
四
九
頁
（
注
五
）
参
照
。

（
79
）
島
岡
・
前
掲
注
（
57
）
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
三
九
〇
頁
右
以
下
の
ほ
か
、
亀
山
ほ
か
・
前
掲
注
（
71
）
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
七
六
頁
、
湯
川
毅
「
強
姦

罪
に
お
け
る
暴
行
脅
迫
の
程
度
に
つ
い
て
」
警
察
学
論
集
五
三
巻
七
号
（
平
成
一
二
年
）
一
三
七
頁
も
参
照
。

（
80
）
こ
の
点
、
樋
口
亮
介
「
連
載
●
裁
判
実
務
と
対
話
す
る
刑
法
理
論
【
第
3
回
】
性
犯
罪
に
お
け
る
暴
行
脅
迫
・
心
神
喪
失
・
抗
拒
不
能
要
件
と
同

意
（
そ
の
3
）」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
九
七
号
（
令
和
三
年
）
一
一
〇
頁
以
下
参
照
。

（
81
）
岡
田
・
前
掲
注
（
63
）
警
察
学
論
集
七
二
頁
以
下
、
品
田
智
史
「
監
護
者
性
交
等
罪
等
の
検
討
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
55
号
（
平
成
三
〇
年
）
一

〇
頁
以
下
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
本
罪
の
問
題
点
の
指
摘
と
し
て
、
日
弁
連
・
前
掲
注
（
63
）
意
見
書
一
、
二
頁
以
下
、
宮
田
・
前
掲
注
（
52
）
駒

澤
法
曹
二
〇
六
頁
、
三
島
・
前
掲
注
（
63
）
刑
事
弁
護
六
三
頁
右
以
下
参
照
。

（
82
）
こ
れ
に
対
し
、
一
七
歳
の
女
子
高
生
と
二
三
歳
の
大
卒
者
と
の
付
き
合
い
に
つ
き
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
み
な
ら
ず
、
宮
城
県
青
少
年
健
全
育
成

条
例
四
一
条
六
項
「
み
だ
ら
な
性
行
為
又
は
わ
い
せ
つ
な
行
為
」
違
反
の
成
立
を
も
否
定
し
た
事
例
と
し
て
、
仙
台
地
判
平
成
三
〇
年
二
月
八
日
判

例
秘
書
L07350177
一
頁
が
あ
る
。
ま
た
、
内
海
・
前
掲
注
（
70
）
亜
細
亜
法
学
六
九
頁
も
参
照
。
な
お
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
（
一
七
六
条
後
段
）

や
強
制
性
交
等
罪
（
一
七
七
条
後
段
）
の
法
定
年
齢
と
の
関
係
上
、
本
罪
の
年
齢
は
実
質
的
に
は
一
三
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
場
合
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
（
堀
田
・
前
掲
注
（
26
）
捜
査
研
究
七
頁
注
10)
参
照
）。

（
83
）
な
お
、
今
井
・
前
掲
注
（
52
）
研
修
四
四
頁
、
加
藤
・
前
掲
注
（
52
）
ひ
ろ
ば
五
八
頁
中
段
、
松
田
ほ
か
・
前
掲
注
（
63
）
曹
時
二
四
七
頁
、
橋
爪
・

前
掲
注
（
51
）
ひ
ろ
ば
八
頁
下
段
、
同
「
判
例
講
座
・
刑
法
各
論

第
6
回
性
犯
罪
に
つ
い
て
⑵
」
警
察
学
論
集
七
三
巻
四
号
（
令
和
二
年
）
一
四
九
、

一
五
三
頁
、
深
町
・
前
掲
注
（
74
）
西
田
献
呈
三
四
二
頁
、
嘉
門
・
前
掲
注
（
54
）
法
益
論
二
四
〇
頁
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
三
島
・
前
掲
注
（
63
）

刑
事
弁
護
六
七
頁
、
奥
村
徹
「
特
集
2

児
童
淫
行
罪
と
監
護
者
わ
い
せ
つ
罪
・
監
護
者
性
交
等
罪
」
同
七
〇
頁
右
以
下
、
本
庄
武
「
性
犯
罪
規
定

の
見
直
し
―
改
正
案
の
思
想
は
一
貫
し
て
い
る
か
」
法
律
時
報
八
八
巻
五
号
（
平
成
二
八
年
）
一
〇
三
頁
右
、
深
町
「
小
特
集
●
性
犯
罪
処
罰
の
基

本
問
題

児
童
に
対
す
る
性
犯
罪
規
定
を
巡
る
現
状
と
課
題
」
同
一
一
号
（
同
年
）
七
九
頁
右
参
照
。

三

お
わ
り
に

①
「「
暴
行
・
脅
迫
」
を
「
手
段
」
と
す
る
犯
罪
の
検
討
」
と
い
う
副
題
の
下
で
、
別
稿
『
寺
崎
古
稀
』
拙
稿
に
お
け
る
検
討
と
と
も
に
、
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「
暴
行
罪
・
脅
迫
罪
」
固
有
の
理
解
を
、
で
き
る
だ
け
「
暴
行
・
脅
迫
」
を
「
手
段
」
と
す
る
犯
罪
に
も
及
ぼ
す
よ
う
な
解
釈
を
心
掛
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
の
視
座
か
ら
検
討
を
加
え
て
み
た
。「
暴
行
」
概
念
は
か
な
り
肥
大
化
し
て
お
り
、
そ
れ
は
無
理
か
ら
ぬ
面
も

あ
ろ
う
が
、
も
っ
と
「
脅
迫
」
概
念
の
活
用
が
考
え
ら
れ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
、
ま
た
「
手
段
」
と
し
て
の
「
暴
行
・

脅
迫
」
も
「
保
護
法
益
」
と
の
関
連
で
の
実
質
化
が
行
わ
れ
、
こ
れ
も
ま
た
機
能
的
・
簡
潔
に
「
手
段
」
概
念
を
捉
え
得
る
と
い
う
意
味

で
、
合
理
的
で
使
い
勝
手
が
良
い
実
務
的
感
覚
に
基
づ
く
も
の
と
も
言
え
よ
う
が
、
や
は
り
「
暴
行
・
脅
迫
」
と
い
う
日
常
用
語
か
ら
の

乖
離
が
激
し
く
な
る
と
、
不
自
然
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
『
寺
崎
古
稀
』
拙
稿
に
お
い
て
は
、
日
本
の
恐
喝
・
強
盗
罪
の
理
解
は
必
ず
し
も
ド
イ
ツ
刑
法
と
同
様
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
を
示
し
た
積
り
で
あ
る(84
)が
、「
手
段
」
と
し
て
「
暴
行
（
暴
力
）・
脅
迫
」
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
大
枠
に
お
い
て
は
類
似
性

が
あ
る
と
も
言
え
、
日
本
刑
法
の
「
性
犯
罪
」
を
ど
の
よ
う
に
改
め
る
か
に
つ
い
て
も
、
立
法
者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

恐
喝
・
強
盗
罪
の
検
討
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
性
犯
罪
」
に
つ
い
て
も
「
具
体
的
事
情
（
状
況
）」
を
勘
案
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、「
暴
行
・
脅
迫
犯
」
と
し
て
の
類
似
性
と
も
言
え
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
事
情
（
状
況
）
は
、
被
告
人
に
不
利

に
も
有
利
に
も
作
用
し
得
る
も
の
と
言
え
よ
う(85

)。
も
っ
と
も
、「
財
産
」
を
奪
取
す
る
た
め
の
「
暴
行
・
脅
迫
」
と
「
性
的
自
由
」
を
奪

取
す
る
た
め
の
「
暴
行
・
脅
迫
」
と
で
は
、
同
日
に
論
じ
ら
れ
な
い
面
は
あ
る
で
あ
ろ
う(86
)。

（
84
）
そ
こ
で
参
照
し
損
ね
た
文
献
と
し
て
、
宮
本
英
脩
『
刑
法
大
綱
』（
昭
和
一
〇
年
四
版
）
鈴
木
茂
嗣
編
『
宮
本
英
脩
著
作
集
第
三
巻
』（
同
五
九
年
）

二
八
四
頁
以
下
、
平
野
竜
一
「
刑
法
の
基
礎

刑
法
各
論
の
諸
問
題

第
二
章
身
体
に
対
す
る
罪

1
傷
害
罪
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
九
号
（
同
四

七
年
）
七
七
頁
四
段
、
清
水
一
成
「
続
・
ド
イ
ツ
刑
法
判
例
研
究
（
一
〇
）
ド
イ
ツ
刑
法
研
究
会

一
〇
財
産
犯
の
保
護
法
益
―
連
邦
通
常
裁
判
所

第
三
刑
事
部
一
九
五
三
年
五
月
七
日
判
決
BGH
St6,377」
警
察
研
究
五
九
巻
二
号
（
同
六
三
年
）
六
六
頁
、
同
「
同
（
一
六
）
同

一
六
強
盗
、
恐
喝
、
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強
盗
的
恐
喝
―
連
邦
通
常
裁
判
所
第
五
刑
事
部
一
九
六
〇
年
七
月
五
日
判
決
BGH
St14,386」
同
五
九
巻
八
号
（
同
年
）
六
二
頁
、
ド
イ
ツ
憲
法
判

例
研
究
会
（
松
本
和
彦
）「
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
（
四
三
）
四
三
道
路
上
で
の
座
り
こ
み
デ
モ
と
強
要
罪
規
定
の
明
確
性

一
九
九
五
年
一
月
一

〇
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
決
定
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
集
第
九
二
巻
一
頁
以
下
、
BV
erfGE92,1,Beschl.v.10.1.1995.」
自
治
研
究
七
二

巻
七
号
（
平
成
八
年
）
一
三
七
頁
以
下
、
萩
原
滋
「
第
一
編
刑
法
に
お
け
る
類
推
禁
止

第
二
章
ド
イ
ツ
の
判
例

三
判
例

㈢
連
邦
憲
法
裁
判
所

判
例
」（
平
成
八
年
）
同
『
罪
刑
法
定
主
義
と
刑
法
解
釈
』（
同
一
〇
年
）
一
〇
六
頁
以
下
、
佐
久
間
修
「
暴
行
の
意
義
と
刑
法
の
解
釈
」
祝
賀
論
文

編
集
委
員
会
（
上
野
達
彦
ほ
か
）
編
著
『
刑
事
法
学
の
新
展
開

夏
目
文
雄
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』（
同
一
二
年
）
八
七
頁
以
下
、
國
田
武
二
郎
「
暴

行
罪
に
お
け
る
暴
行
概
念
の
再
構
成
」
笠
原
俊
宏
編
『
日
本
法
の
論
点

第
二
巻
』（
同
二
四
年
）
四
二
頁
以
下
、
渡
辺
靖
明
「
詐
欺
罪
と
恐
喝
罪
と

の
関
係
を
め
ぐ
る
考
察
―
「
虚
喝
」
と
「
財
産
交
付
罪
」
の
立
法
史
的
研
究
―
」
横
浜
国
際
社
会
科
学
研
究
一
八
巻
三
号
（
同
二
五
年
）
一
三
頁
、

同
「
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
詐
欺
罪
と
恐
喝
罪
と
の
競
合
問
題
」
横
浜
法
学
二
二
巻
二
号
（
同
年
）
二
九
頁
、
星
周
一
郎
「
英
米
に
お
け
る
「
強
盗
」

と
「
恐
喝
」」
神
戸
法
学
雑
誌
六
八
巻
二
号
（
同
三
〇
年
）
三
八
九
頁
、
菊
地
一
樹
「
強
要
の
限
界
づ
け
と
規
範
的
自
律
」
早
稲
田
法
学
九
四
巻
一
号
（
同

年
）
二
五
頁
、
同
「
合
法
的
な
不
作
為
の
告
知
に
よ
る
強
要
を
め
ぐ
る
近
時
の
ド
イ
ツ
判
例
の
動
向
」
同
九
四
巻
二
号
（
同
三
一
年
）
二
五
頁
、
浅
田
・

前
掲
注
（
29
）
各
論
四
九
頁
以
下
、
藪
中
悠
『
人
の
精
神
の
刑
法
的
保
護
』（
令
和
二
年
）
一
四
〇
頁
以
下
も
参
照
。
A
uch
vgl.Brigitte
Sick,

Sexuelles
Selbstbestim
m
ungsrechtund
V
ergew
altigungsbegriff:Ein
Beitrag
zur
gegenw
ärtigen
D
iskussion
einer
N
eufassung

des
§
177
StGB
unter
Berücksichtigung
der
Strafbarkeitde
lege
lata
und
em
pirischer
Gesichtspunkt,（
1993）
S.253ff.

（
85
）「
暴
行
罪
」
自
体
の
理
解
に
つ
い
て
も
、
河
原
俊
也
「
現
場
警
察
幹
部
の
た
め
の
判
例
・
裁
判
例
の
実
務
的
検
討
～
暴
行
編
～
第
2
回
暴
行
罪
に
お

け
る
有
形
力
（
物
理
力
）
の
有
無
・
内
容
等
」
警
察
学
論
集
七
四
巻
五
号
（
令
和
三
年
）
九
三
以
下
、
一
〇
三
頁
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
確
か
に
、

刑
法
二
〇
八
条
暴
行
の
法
定
刑
は
「
拘
留
若
し
く
は
科
料
」
を
含
ん
で
お
り
、
こ
の
限
り
、
軽
犯
罪
法
違
反
（
例
え
ば
、
一
条
五
号
、
十
一
号
、
十

四
号
、
二
十
六
号
、
二
十
八
号
な
ど
）
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
直
接
身
体
に
接
触
す
る
よ
う
な
形
で
は
な
い
場
合
も
含
み
得
る
と
い
う
解
釈
も
成
り

立
ち
得
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
軽
犯
罪
法
は
、
国
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
卑
近
な
道
徳
律
に
違
背
す
る
比
較
的
軽
微
な
犯
罪
と
こ
れ
に

対
す
る
刑
罰
と
を
規
定
し
た
刑
事
実
体
法
で
あ
る
。」（
伊
藤
栄
樹
『
軽
犯
罪
法
再
訂
版
』（
昭
和
四
九
年
一
刷
、
同
五
六
年
一
〇
刷
）
本
文
一
頁
、
初

版
の
は
し
が
き
五
頁
参
照
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、「
刑
法
犯
」
と
は
質
的
に
も
若
干
違
う
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
か
つ
て
軽
犯

罪
法
一
条
二
一
号
に
「
動
物
虐
待
の
罪
」
が
あ
っ
た
の
が
、「
動
物
の
保
（
愛
）
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
削
除
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
（
伊
藤
・
同
書
は
し
が
き
一
頁
参
照
）、
い
わ
ば
格
が
違
う
と
い
う
位
置
付
け
で
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
（
な
お
、
こ
の
点
、

山
口
邦
夫
「
Ⅹ
シ
ュ
テ
ュ
ー
ベ
ル
の
「
危
険
な
行
為
」
論
の
破
綻
と
波
紋
」（
平
成
七
年
）
同
『
帝
国
崩
壊
後
（
一
八
〇
六
年
）
の
ド
イ
ツ
刑
法
学
』

（
同
二
一
年
）
二
二
三
頁
以
下
も
参
照
）。
も
っ
と
も
、「
暴
行
」
の
場
合
も
「
不
法
な
」
有
形
力
の
行
使
と
さ
れ
る
以
上
、
不
法
性
が
欠
け
る
場
合
は
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は
じ
め
か
ら
構
成
要
件
不
該
当
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
も
の
の
、
接
触
形
態
に
つ
い
て
は
「
暴
行
」
に
当
た
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も

軽
微
な
場
合
を
「
拘
留
若
し
く
は
科
料
」
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
86
）
こ
れ
に
対
し
、「
暴
行
・
脅
迫
」
の
程
度
に
つ
い
て
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
柴
田
守
「
性
犯
罪
の
刑
期
判
断
基
準
に
関
す
る

定
量
的
研
究
」
長
崎
総
合
科
学
大
学
紀
要
六
〇
巻
二
号
（
令
和
二
年
）
一
一
一
頁
以
下
参
照
。


